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荷風とモーパッサン
はしがき世事をはなれて自由奔放に暮らす人のことを“散人”という。小説家・永井
荷か
風ふう
（一八七九〜一九五九）は、 “荷風散人”の異名をとった。荷
風が逝ってもう半世紀以上になる。かれは七十九歳を一期として、市川市八幡町の小さな自宅で吐血により亡くなるまで、世間一般の考え方、生き方に背をむけて暮らした。
金を愛し、人をきらい、独居を愛したこの文化勲章の文豪は、さいごの反俗作家であった
（
1）
。晩年、中折帽子をかぶり、背広を着、こうもりガサ
とボストン・バッグをもって外出した荷風は、世間のどこにでもいる老人であった。が、街でこの人物とすれ違うことがあっても、男女間の愛や性愛をテーマとする大作家であることに気づく者はすくなかった。
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それにしても荷風ほど波瀾に富んだ一生をおえた文士も
すくない。明治三十一年（一八九八、十九歳）牛込矢来町の
広ひろ
津つ
柳りゅう
浪ろう
（一八六一〜一九二八、明治期の小説家）の
門に入ったのを振りだしに、翌 には落語家の弟子となり、三遊亭夢之助を名のり、席亭 出入りし、のち落語家修業を断念した。
明治三十三年（一九〇〇、二十一歳） 、福地源一郎（一
八四一〜一九〇六、明治期のジャナリスト、号は桜痴）の門に入り、歌舞伎座の作者部屋に出入りし、拍子木を入れる勉強をはじめた。その間外国語学校は除籍になっていた。翌年四月、 『
日や
出ま
国と
新聞』の雑報記者となるが、連載した
「新梅ごよみ」 （四〜五月）が不評であったことや社内の内
紛のため九月には解雇された。
このように変転きわまりない生活を送るうちに、飯田町三丁目の暁星中学の夜学でフランス語の勉勉をはじめた。そもそもかれがフランス語を
学ぼうとおもったのは、ギィ・ドゥ・モーパッサン（一八五〇〜九三、フランスの小説家）の文章を英訳によらず、原文の一字一句を、じぶんの舌で発音し。味わ てみたいと思ったからである（ 「モーパッサンの石像を拝す」 ） 。
広津柳浪（一八六一〜一九二八）は、人生の暗黒面を写実的に描写する手法を得意とし、若き日の荷風もその作風に敬服していた。が、やがて
柳浪の花柳小説では満足できなくなり、外国文学の中に清新味をもとめようとした。
人生の暗部や人間の獣性、性愛を好んで小説のテーマとしたのはエミール・ゾラ（一八四〇〜一九〇二、フランスの小説家）であり、荷風もモ
ーパッサンに傾倒するまえに、ゾラ 作品を英訳でよみ、いくつか批評や紹介文を発表
荷風はゾラ熱にかかり、ゾラに心酔したのち、モーパッサンの文学に移行する前段階として、フランス語の学習に手を染めるのである。
晩年の永井荷風
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ここで荷風の学歴をかいつまんで記すと、かれはけっして劣悪な教育をうけたわけではなく、むしろ恥しくない、ちゃんとした学校に学んでい
る。荷風は、愛知県士族・永井久一郎（帝国大学書記官、文部省会計局長を経て日本郵船の重役）と尾張の著名な漢詩人・鷲
わし
津ず
宣のぶ
光みつ
（号は毅堂、
一八二五〜八二 藩主侍読のち東京学士院会員）の次女である恆
つね
の長男として生れており、血筋がよいのである。
小石川区黒田小学校尋常科第四学年を卒業後、東京府尋常師範学校附属小学校高等科 経て、神田一ッ橋の高等師範学校附属学校尋常中学校
（六年制、当時は良家の子弟が通った）の第二学年に編入学した。同校第五学年を卒業後、第一高等学校を受験したが不首尾となり、一時神田錦町の英語学校に通った。ついで神田一ッ橋の高等商業学校附属外国語学校清語科に臨時入学したが、のちに退学した。
英語は高等小学校の三、四年生 ろから学び、教科書はアメリカの『ナショナル・リーダー』であった。中学校 文部省で編んだ英語読本を
用い、日本人教師から訳読を習ったという。
マコレーのクライブ伝
　　　　　　　　　
パーレーの『万国史』
フランクリン 『自叙伝』
 　　　　　　　
ゴールドスミスの『ウェークフィールドの牧師』
パリの屋根裏の学者の英訳本（
É
m
ile S
ouvestre ［
1806 〜
1854 ］の
 A
n attic philosopher in P
aris のことか。菅野徳助と奈倉次郎の訳註本『巴里屋根裏
の哲人』 ［三省堂、明治
41］がある）
神田錦町の東京英語学校へ通っていたとき、はじめてディケンズの小説
をよんだという（ 「十六七のころ」 『随筆
　
冬の蝿』所収、扶桑書房、昭和
20・
11） 。
前置きは長くなったが、本稿はモーパッサンに師事し、その作品を愛読
することによってしだいに感化をうけ、意図的または無意識にじぶんの短篇作品の発想や構成、描写などに、先師の技巧を応用したと考えられる荷風とモーパッサンとの関係につ て論じたも である。
パーレーの『万国史』の表紙。
〔法政大学附属図書館蔵〕
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＊
一
　
暁ぎょう
星せい
中学附属仏語専修科。
荷風（二十二歳）がスータン（通常服）を着たカトリックの坊さんが教える暁星中学内のフランス語課程に入学したのは、明治三十四年（一九
〇一）九月のことであり、この専修科は夜学であった。この夜学校についての資料はひじょうに少ないようだ。いま乏しい材料をもとにこの夜学校について記してみよう。
私立暁星学校は明治十八年（一八八八）二月一日、つぎの五名の米仏人によって創立開校した
（
2）
。
　
アルフォンス・ヘンリック師（仏人）……カンヌのリセの修辞学教師。のち校長になる。　　　
（一八六〇〜？）
ジョゼフ・セネンツ
　　　　
  （仏人）……アメリカのオハイオ州ディトン市の師範学校長。
　　　
（一八三八〜？）
ルイ・シュトルツ
　　　　　
  （仏人）……アルザス州ランベリエ中学教師。
　　　
（一八五二〜？）
カミーユ・プランシュ
　　　
  （仏人）……もとフランスの陸軍軍曹。 ち師範学校の体育教師。
　　　
（一八五八〜？）
ニコラス・ワルター
　　　
 　（米人）……リセの教師をへて、パリのカト ック学院で神学を研究。
　　　
（一八六一〜？）
設立願によると、はじめ学校は、麹町区元薗町二丁目四番地に設けられ
（
3）
、後年麹町区飯田町三ノ三二に移転した。
私立学校の設立願を役所に提出したとき、 「外国語（仏・英・独）専修学校（夜間） 」も同時に認可された。この語学専修科では、週に五時間習
字・読方・文法・会話・書取・訳読・作文などをおしえた。
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フランス語関連では、正科および語学専修科でつぎのようなテキストを用いると報告している。
［著者］
 
［名称］
 
［発行年］
 
［冊数］
エス・エム
 
仏文典
 
一八八七年（明治二十年）
 
上中下三冊
　　
〃
 
仏文法温習書
 
一八八七年
 
　　
〃
　　
〃
 
読本
 
一八八七年
 
　　
〃
　　
〃
 
修身訓蒙
 
一八八六年
 
全一冊
　　
〃
 
作文規則
 
一八八六年
 
　
〃
 
古代アジア史
 
一八八七年
 
　
〃
 
ギリシャ史
 
一八八七年
 
　
〃
 
ローマ史
 
一八八七年
 
　
〃
 
中古史
 
一八八七年
 
　
〃
 
近世史
 
一八八七年
 
　
〃（
4）
ハルトリー商会（横浜弁天通り93番地）が
輸入したフランス文典（1868年刊）。〔筆者蔵〕
フランス文典（1865年刊）。〔筆者蔵〕
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暁星学校が開講した当時、フランス本国からこれらの原書を取りよせて使用したと考えられるが、教場では明治二、三十年代（一八八七〜一九
〇六）にかけて翻刻本を用いた。
たとえば、フランス語の翻刻本とは、つぎのようなテキストである。
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注・同書の初版は明治二十九年（一八九六）十二月三十一日に発行された。発行者および編者は、暁星学校となっている。印刷所はジャパン・タイム
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ス社。販売所は三才社である。
荷風が暁星中学校（認可は明治三十二年十月）の夜学において
フランス語の初歩をはじめて学んだのは、同校が編んだ翻刻版のC
ours É
lém
entaire （ 『仏語初歩』 ）の第三版か第四版であったと
考えられる。第四版（増訂第四版）は、荷風が夜学に入学した明治三十四年（一九〇一）に刊行されている。
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暁星学校の翻刻本『仏語初歩』第3版。
〔法政大学附属図書館蔵〕
暁星学校の翻刻本『仏語初歩』増訂第4版（明治
34年〔1901〕刊）。荷風はこのテキストを教わっ
たと考えられる。〔法政大学附属図書館蔵〕
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1901
同書の「
小しょう
引いん
」 （短いはしがき）によると、このテキストは理論より
も実用に重きをおいて編んだものという。読者はこの本をおえたら、文法に重きをおいた『中級仏語学』によって研究すると有益であると述べている。暁星が編んだ 仏語初歩』は、第三版が四一一頁、第四版が三五〇頁あ「増訂第四版」の構成は、文法と読み物と語いから成り、第四十一課まである。
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暁星学校の翻刻本『中級仏語学』第1版、明治
39年（1906）刊。〔法政大学附属図書館〕
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Ō
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注・奥付によると、同書は明治三十九年（一九〇六）一月十日に発行された。発行者および編者は、暁星中学校となっている。定価は七〇銭。印刷所は東京築地活版製造所。販売所は三才社と中西屋書店である。
〔下〕
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暁星学校の翻刻本『上級仏語学』明治35年（1902）
刊。〔法政大学附属図書館蔵〕
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注・同書は明治三十五年（一九〇二）一月十日に発行された。発行者および編者は、暁星中学校となっている。定価は九〇銭。印刷所は東京築地活版製造所。販売所は三才社である。
暁星学校の夜学のフランス語課程がじっさいいつ始まったものかはっきりしないが、その運営は関東大震災直後の大正十二年（一九二三）十一
月二十五日までつづいたという
（
5）
。
この夜学について、同校はたびたび『
東京
朝日新聞』に広告を出している。たとえば、荷風が入学する前年
―
明治三十三年（一九〇〇）九月十
七日の広告には、
―
　　
仏語夜学科
三学級共
とも
来きたる
十七日始業。午後五時より六時まで教授す。入学望
のぞ
みの者は、至急
申もうし
出で
らるべし。
麹町区飯田町三丁目中
なか
坂ざか
上うえ
暁星中学校構内
　　
九月十一日
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この広告文によると、クラスは三っつあったものか。受講生は、午後五時から六時まで一時間、学んだようだ。おそらく、定員が満つるまで、
無試験で入学を希望する者はだれでも入れたものであろう。しかし、一クラスの受講生数、月謝などに関しては明らかでない。
同紙の広告文には時の経過 ともに微妙な変化がみられる。
「暁星中学仏語夜学部
　
夜学開始」
　　　　　　
  （明治
37・
9・
10付）
「暁星中学校内
　
仏語夜学部」
　　　　　　　　
  （明治
39・
9・
15付）
「九段私立 校
　
仏語夜学科新学期開始」 （明治
40・
9・
15付）
つぎに掲げるものは、大正時代の広告である。
自
　
四月二十四日
　
至六月十二日・月曜木曜
 六時―八時。
暁星中学校内
　
仏蘭西語初歩夜学
　　　
池田文学士
　
三回独講
　
申込所
　
九段暁星中学校門衛
注・ 『
東京
朝日新聞』 （大正
11・
4・
18付）の広告。
この広告文は、どのように読むべきか。おそらくこの文の意味は、春期コース
は、四月二十四日から六月十二日まで行なうというのであろう。授業は月曜と木曜の週二回、午後六時 八時までの二時間か。池田という文学士が三回講義するとあるが これは入門者にフランス語 Ａ
ア
Ｂベ
Ｃセ
その他を教えるということか。
そのあ フランス人の坊さんが直接教授法 フランス語を教えるということであ
暁星の仏語夜学科の広告。
（『東京 朝日新聞』明治33・9・
17付）より。
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ろう。
関東大震災がおこった年
―
大正十二年（一九二三）十一月一日付の広告（ 『
東京
朝日新聞』夕刊）は、 「暁星学校
　
仏蘭西語夜学」である。そし
てこれがさいごの広告となった。夜学のフランス語課程はこの年で廃止となったからである。
荷風は明治三十四年（一九〇一）九月に入学しているが、いつまで通ったものか明らかでない。かれが父親の勧めによって渡米するのは二年後
の明治三十六年（一九〇三）十月のことであるが、この間暁星においてフランス語を習っていたかどうかもはっきりしない。荷風は明治四十一年（一九〇八）七月十五日にアメリカとフランスの滞在をおえて神戸に帰着しているが、帰国後暁星中学校の夜間部でフランス語学習を再開した（中村星湖談） 。暁星でふたたびフランス人宣教師からフランス語を学習したとき、荷風（二十四歳）といっしょに机をならべた同級生の中に、つぎのような人々がいる。
黒田湖
こ
山ざん
（一八七八〜一九二六）……本名は直道。小説家。滋賀県甲賀郡水口に生まれ、東京専門学校にまなぶ。巖谷小波の門下生で木曜会に属した。
キップリングの翻訳「狼少年」のほか、社会小説『大学攻撃』 （明治
35・
6、美育社） 、詩集としては『青春之
詩』 （明治
35・
7、美育社）などがある。
向むこう
軍ぐん
治じ
　（一八六五〜一九四三）……山口県岩国市のひと。明治から昭和期にかけてのドイツ語学者。独逸学協会学校、新教神学校にまなんだ。陸軍
大学校教官（明治
20） 、東京農村学校教師（明治
22） 、早稲田大学の初代ドイツ語科教授、農科大学、四高、二高
黒田湖山（『青春之詩』美育社，
明治35・7）より。
向軍治（『三田評論』昭和37・1）
より。
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教授をへて、福沢諭吉のすすめで慶應義塾の教授となりドイツ語を教えた。のち関西大学で教鞭をとったが、兵庫県西宮市松下町の自宅で脳溢血のため逝った。
向むこう
はその名が示すように意気軒こうであり、向こう気がつよく、毒舌家であった。そのためどこの学
校も長つづきしなかったようである。ローマ字運動を展開したり、反戦論を主張したために憲兵に目をつけられ、相当 びしい圧力が加えられたが、ひるまなかった。
慶應時代、二〇〇円
（
6）
（当時としては高給）の俸給のほとんどを丸善の本代に当てた。ドイツ語のほか、
英語にもフランス語にも通じていた。誤訳にはとくにやかましく、鷗外訳を攻撃した。 「山犬の如く
吠ほえ
掛かか
るわが文壇の誤訳詮義者」と永井荷風は評した。向は稀代の名物ドイツ語教授であったといえる。
中村星
せい
湖こ
（一八八四〜一九七四）……明治から大正期にかけての小説家・評論家・翻訳家。山梨県南都留郡川口村のひと。
早稲田大学英文科にまなぶ。 『早稲田文学』の記者となる。農民文学にも関心をしめした。のち昭和女子大学
教授。
暁星の夜学に入学したのは、明治四十一年（一九〇八）十一月であり、永井荷風・黒田湖山・向
軍治がいっしょだったという（ 『中村星湖年譜』 ） 。
その他、暁星の夜学でフランス語を習った者は数多いるはずであるが、名の
知られたところでは、与謝野寛
ひろし
（一八七三〜一九三五、明治から大正期にかけ
ての歌人・詩人） 、藤田
嗣つぐ
治はる
（一八八六〜一九六八、大正から昭和期にかけて
の洋画家） 、佐藤
惣そう
之の
助すけ
（一八九〇〜一九四二、大正から昭和期にかけての詩
人） 、西条
八や
十そ
（一八九二〜一九七〇、大正から昭和期にかけての詩人、早大
教授［終戦の年退職］ ）などがいる。
子どものころから“非凡の画才”にめぐまれていた藤田は、フランスに行っ
パリ時代の藤田嗣治の肖像
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て洋画の修業するのが青年になってからの夢であった。その準備として何よりも語学をしっかりやっておかねばならぬと思い、 「 『お茶水の中学』（東京高等師範学校付属中学校
―
引用者）の四年頃
　
暁星学校の夜学に
通かよ
い、三年で卒業の所を、三年級を二度も続けて
都つ
合ごう
四年間勉強したぐ
らいに熱中して修業した」という（藤田嗣治著『腕
ブラ
一本』東邦美術協会、昭和
11・
12） 。
しかし暁星の夜学でみっちり学んだはずのフランス語は、パリに行ってみると、まったく役に立たなかった。夜学の坊さん教師の多くは、アル
ザス―ロレーヌ地方（ドイツの境界に近い）の出身であったから、かれらのフランス語は、田舎ことばであり、花の都のパリ娘には通じなかったという。
小学校をおえて麻布の糸商に奉公に出た佐藤惣之助 、十七歳の春、暁星の夜学に入り、二ヵ年間フランス語を学んだ（ 『日本近代文学大辞
典』講談社、六八三頁） 。西条八十が暁星で学んだのは早稲 の学生のときか 近代英仏詩の交流に興味をもち、 「フランス語が習いたくなり、暁星中学校の夜学に通いだした。同級生の中に、与謝野寛や佐藤惣之助の顔を見かけた」という（西条八十「私の履歴書」 ） 。
暁星の夜学でまなぶフランス語が、当時 荷風のフランス文学の読解やかれ 創作にどれほど役立ったものか明らかでない。おそらく、一方で
はフランスを び、他方では主に英訳によってフランスの文芸作品に親しんでいたも であろう。
当初、荷風の心境を一変させたのはルーゴン＝マッカール叢書のゾラであり よみやすい英訳で一冊、また一冊とほとんど通読してしまった。
読書もじぶんの性情（性質と心のなかの思い） 近いものをえらん 読むようになり、フランス文学がもっとも自己 性情 適しているように思った。当時、モーパッサンやピェール・ロチの作品を耽読した（ 「我が思想の変遷」 ） 。
＊
一
　
丘の街タコマ。
明治三十六年（一九〇三）秋
―
荷風は家庭の希望で、実業家となるためにアメリカに送られることになった。同年九月十七日、木曜会の送別
会が清水谷皆香苑（千代田区紀井町の清水谷公園内にあった料亭）でひらかれ、 月二十二日
―
巖いわ
谷や
小さざ
波なみ
（一八七〇〜一九三三） 、押川
春しゅん
浪ろう
（一八七六〜一九一四） 、西村
渚しょ
山ざん
（一八七八〜一九四六） 、
生いく
田た
葵き
山ざん
（一八七六〜一九四五）ら木曜会のメンバーに見送られて
―
信濃丸（六三
八八トン）にて横浜をあとにした。当日の空模様は「秋陰雨ならんとす」 （ 「西進日記抄」 ）という。
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同船は日本郵船株式会社の太平洋航路の客船であり、明治二十九年（一八九六）以来、横浜とシアトル
（アメリカ西部、ワシントン州西部の港町）間を往来していた。この船会社は、しょっちゅう主要新聞に「出帆広告」を出しているが、筆者がみつけた『朝日新聞』 （明治
36・
9・
22付）のものをつぎに掲げてみよ
う。
　
　
○「ヴ
ヰ
クトリア」 、 「シアトル」行
但ただし
右両地に於て桑港（サンフランシスコ―引用者） 、 「タマコ」 、 「ポートランド」紐育（ニューヨーク―引用
者）
其その
他た
合衆国加奈陀（カナダ―引用者）
及および
欧州各地行汽車
　
汽船に接続するに付
　
各地通し切符を発売す
「米国行三等乗船申込は出帆当日三日前
まえ
とす」横浜桟橋係留
　　
信濃丸
　　
廿二日午後二時横浜発
この出帆広告によると、信濃丸はヴィクトリアとシアトルの両港において、サンフランシスコ・タマコ・
ポートランド・ニューヨーク、さらにヨーロッパへむかう汽船や汽車と接続しているという。途中で他の交通機関などに乗りつぐばあいも、目的地まで一枚の切符で通用する“通し切符”を発行するといっている。
三等船客（船底に近い船倉）を希望するものは、出帆の三日まえまでに申し出て欲しいとある。
信濃丸は、一月、四月、六月、九月、十二月と年に五回シアトルと横浜を往復し
た。末延芳晴著『永井荷風の見たあめりか』 （中央公論社、平成
9・
11）に、 『渡米
成業の手引』 （明治
36）にみられる船賃が引いてある。それにはつぎのようにある。
一等（個室）…………………………………片道三十一ポンド（約三一〇円）
荷風が渡米のときに乗った「信濃丸」
『朝日新聞』に掲載された日本
郵船株式会社の汽船出帆広告。
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二等（なし）特別三 三段ベッド付の共同船室）……片道十八ポンド
　
  （約一八〇円）
普通三等（出稼ぎ労働者用）………………？
　　　　　　　
  （約六五円）
このことはまだ誰もいったり、書いたりしていないと思われるが『ザ・ジャパン・ウィークリ
イ・メイル』紙（
T
he Japan W
eekly M
ail, 一九〇三・九・二三付） ［横浜開港資料館蔵］の「乗客
欄」 （
P
assengers ）に“永井壮吉”の名前がみられる。その記事を和訳すると
―
日本の汽船「信濃丸」で、ブリティッシュ＝コロンビアのヴィクトリア経由でワシントン州のシアトル
へむかう客は以下の通り。
一キャビン
等客室
は―
Ｍ・ムア夫人、イマムラ氏、Ｙ・ヤマシタ夫妻、Ｔ・オカハラ氏、Ｗ・Ｃ・ケイム氏、
Ｕ・オーツカ夫妻（子どもと女中を同伴） 、Ｙ・Ｍ・ロバーツ氏、Ｐ・ランサム夫人、Ｋ・カメダ夫人、Ａ・Ｅ コリングス氏、Ｔ・Ｂ・カドリイ氏、Ｆ・Ｐフェル氏、Ａ・Ｍ・ナップ氏、レイウス夫妻。
二セカンド・クラス
等客室は
―
ロバート・スコット氏、Ｔ・カンド氏、Ｗ・カンド嬢、Ｃ・ハラ夫妻、Ｊ・アシカガ氏、Ｓ・ヤマモイオ氏、Ｓ・キムラ氏、Ｔ・タム
ラ氏、Ｋ・オーハシ氏、Ｓ・カワグチ氏、Ｈ・マツエ氏、Ｙ・オキタ氏、Ｙ・ホシノ氏、Ｍ・アキヤマ氏、Ｓ・ナガイ氏。
三ステイアレッヂ
等客室
―
二八五名。
末延氏の『永井荷風の見たあめりか』には、 「荷風が、文学志望の学生くずれの分際でありながら、分不相応に、当時の日本で一番豪華な一等
船室に乗れたのは、日本郵船横浜支店長を務めていた父、久一郎の力に
与あず
かる所が大きかった」 （一七頁）とあるが、先の記事通りであったとす
ると、荷風は一等船客でない、二等船客
0
であったことになる。
いずれにせよ、父久一郎は、将来日本の商業界で立身の道を開いてやろうとの親心から、学費を惜しまず、荷風を遊学の途につかせたのである
「信濃丸」の１等と２等の乗客名。さいごに荷風の名（Ｓ・
Ｎagai）がみえる。The Japan Weekly Mail 〔1903・9・23付〕
より。
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（ 「西遊日記抄」 、明治
39・
7・
10付） 。荷風はアメリカからよく巖谷小波のもとに原稿を送ったが、それは木曜会の席上で朗読され、皆の批判をう
けたのち、小波の手で『文藝倶楽部』や『新小説』へ送って掲載された
（
7）
。
　
荷風は船上の人になるや、故国の山影に別れをつげ、一路シアトルをめざした。船客はアメリカ大陸に達するその日まで、半月ほどの間、ほと
んど堪えが いほどの無聊に苦しめられる。一つの島、一つの山を見ることなく、目に入るものは茫
ぼうばく
漠たる海原だけである。船は大きな波浪が起
伏する中をアメリカをさして進んだ。空も北へ進むにつれて灰色に変じ、いまにも雨か霧 なりそうな気配がした。
荷風は、そうした淋しい海のうえの、さみしい旅人であった。明治三十六年（一九〇三）十月五日の夜
―
信濃丸はカナダのヴィクトリア港に到着した。異郷の山影は、黒い怪物が横たわっているように見
えた。荷風は「
嗚あ
呼あ
余よ
の
身み
は
遂つい
に太平洋の
彼ひ
岸がん
（むこう岸
―
引用者）に到着せるなり」 （ 「西遊日誌抄」 ）と、感慨無量の気持ちを日記にしるし
ている。
十月七日、シアトル港に到着。当地において、父の知人の古屋商店のタコマ支店の支配人・山本一郎に案内されタコマへむかった。タコマ（
T
acom
a ）は、ワシントン州西部の港町。当時の人口は約三万八〇〇〇人。北パシフィック鉄道の終着駅がある。街はコメンスメント
湾を臨む高
テラス
台にあり、そこに大きな製材所、鋳物工場、製錬所、鉄道の作業所、醸造所、製粉所などや穀物などを積み出しの産業施設があった。
この街は木材、茶・砂糖・絹・ゴムなどを輸入した。
街の主な建物は、裁判所・市役所・オペラハウス・商工会議所・カーネギィ図書館・聖レオカトリック教会・北パシフィック鉄道会社・アニ
ー・ライト神学校などである（
K
arl B
aedeker: T
he U
nited States w
ith an excursion into M
exico, 1904, P
.477 ） 。
タマコはシアトルと同じように空気ばかりか景色もよく、田園的詩趣を味うの 格好 土地であった。海に出て釣りをすると、大きな黒鯛がつ
れたし、山の手の落葉樹の中を踏みわけてゆくと、大きなマツタケ
（
8）
がとれた。荷風は南タコマ街七二五番地山本一郎方に旅装をといた。山本宅は
木造二階建であり、荷風の二階の一室をあたえられたが、そこは眺望のよいところであった。毎日、語学のけいこをする以外にしごとがないので、十月二十日に「タコマ・スティディアム高等学校」に入学し フランス語 初歩を修めた
（
9）
。荷風のフランス語学習の進捗ぐあいであるが、日本を
出アメリカにむかったころ やっとフランス文法の一通り
0
を終えたばかりであった。アメリカに上陸しても英語を学ぶ気はなく、すぐフランス語
の教師についた（ 「モーパッサン 石像を拝す」 ） 。しかし、タコマの高校に入学 けれど学校は欠席しがちであった
（18）261
荷風はタコマに一年ほどいたのであるが、その間毎日
のように古屋商店のタコマ支店（ブロードウェー街一三五番地、レンガ建の三階ビル）にやって来ると、奥のカウンターに入り、日本から輸入した書籍や雑誌などをよむのを常としていた
（
10）
。ときにかれはブロードウェー街か
ら二つさがったパシフィック通りへ出ると、繁華街をほっつき歩いたり、公園を散歩したりして、つれづれを慰めた。
公園に入ると車馬の声は遠く、草は青々としていたが、
木々の梢
こずえ
はなかば黄葉していた。
翌明治三十七年（一九〇四）一月
―
薄倖詩人エドガ
ー・Ａ・ポー 詩をよむ。四月になると 自転車にのり郊外を散策し、広い牧
まき
場ば
や林間の湖水をみて夢幻の境に
いるような気がした。五月はじめ、山本宅を出て、西洋人の家に下宿し、バルザック全集をよみはじめた。十月、古屋商店の社員とともにセントルイス（アメリカ中西部
―
ミズーリ州東部の河港の町）におもむき、万国博覧会を見学。
＊
一
　
森の中の小さい町カラマズ―。
十一月
―
人の勧めによりミシガン州のカラマズー（アメリカ中北部
―
ミシガン州南部の町）の学校に入る決心をした。そのころ、この町に
行くには、シカゴから汽車で四時間ほどかかっ カラマズー（
K
alam
azoo ）の当時の人口は、約二万四〇〇〇人
（
11）
。デトロイトの西約二〇〇キロ
に位置し、カラマズー川中流沿岸にある。その当時は農業中心の町であったが、いまは自動車部品工業が盛んなようだ。
タマコの日本
人街があった所
コメンスメント湾
1894年（明治27年）製作のタコマ市の地図。〔筆者蔵〕
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荷風は当初、ミシシッピー河を南にくだり、フランス人の移民が多く住むルイジアナ州の大学に入るつもりであったが、かの地の風土は健康に
よくない、と人がいうために、やむなく北へ向ったという（ 「西遊日誌抄」 ） 。
十一月二十二日、森の中の小さい町カラマズーに到着
（
12）
。当地は寒気きびしく、夜は骨が凍るかと思えるほど寒かった。同月二十八日、荷風は当
地バプティスト派の「カラマズーカレッジ」 （創立は一八三三年、当時、学生数は一七五名
（
13）
）の聴講生として受け入れられ、のちにフランス語を
三単位取得した。そのころ、このカレッジに学ぶ日本人といえば永井のほか、キリスト教の神学者が一人いるだけであった。
カラマズー・カレッジに、荷風の成績表が残されている。荷風の学生記録は、つぎのようになっている。
S
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本紙の末尾に「これは正式の成
トランスクリプト
績証明書ではない」とあるが、秋・冬・春の学期を通じて平均八〇点とっている。これはけっして悪い成績では
ない。いまならさしあたり「優」といったところである。
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荷風はこれまで暁星の夜学、タコマの高等学校、カラマズーのカレッジ、のちにニューヨークの夜学でもフランス語を学んでいるが、その主目
的は憧憬の地フランスへ渡航するための準備にほかならなかった。
カラマズーは、じつに淋しい所であった。タコマでは軽べつ的に“
J ジャップap ” （日本人
（
15）
）とよく呼ばれたが、ここではそのようなことはなかった。荷
風の考えで 、当地で冬ごもりし、来年の四月か五月 なった 、シカゴかニューヨークに移動するつもりであった。
十二月に入ると、カラマズーの寒気はさらにきびしくなり、氷点下の日も珍しくなかった。が、日数がたつにつれて寒さにも馴れ、寒冷の地カ
ラマズーも佳
か
景けい
（よいけしき）に富んでいることを知った。とくに雪に埋もれて街路を行くそりのすがすがしい鈴の音を聞くと、あたかも自分が
ロシアの小説中の人物のような気がした。
やがて年が明けて明治三十八年（一九〇五） 。一月、父・久一郎が郵船会社の用務をおびてシアトルにやって来たが、息子に会うよゆうなく帰航した。三月になると、カラマズーもだいぶ暖くなった。夜、勉強をおえ 図書館から帰るとき、日本の春
はるさめ
雨のようなものが降りだした。また枯木のか
げなる人家の灯りや、そこから漏れ聞えるピアノの音などを聞くと そぞろに一家だんらんの光景を想像し、客愁（旅のうれい）禁じがたいものがあった。
四月、カレッジの丘に駒鳥 やってきて、春の到来をつげた。丘をくだり、青草の茂る牧場に出 小川のそばに佇んだ。晴れ着をきた村の娘が、
若い男と腕組みしながらやってきた。五月、この地の財産家のパーティに呼ばれ、夜おそく下宿（カラマズー、エール街一二一番地）に帰った。また某日、町の丘陵にのぼり、初夏の太陽に照らされた谷間や高原 樹林や人家、病院 果樹園などをながめ時の移るのを忘れた。
六月十五日
―
カレッジのフランス語の講座は終了した。学校はこの日をもって暑中休暇となった。翌十六日、渡米の折船中で知りあいになっ
た今村次七をキングストン（ニューヨーク州東南部ハドソン川中流右岸にある町）に訪ねるため 夜行でカラマズーを去 。カラマズーに客愁を託すこと八ヵ月であった。
同月三十日、正午の汽車でキングストンを去り、同日の夕方五時ごろニューヨークに到着した。ニューヨークでは ブルックリンのコンコード
街一七番地を旅宿 した。
七月八日、いとこの永井松
まつ
三ぞう
（一八七七〜一九五七、大正・昭和期の外交官、駐独大使のち外務次官）と会い、よもやまの話をした。その折、
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アメリカの生活が詩情を喜ばせる点に欠けているので、フランスに渡り、かの国の文学を研究したいといい、その是非を問うたら、賛成してくれた。まずその旅費を工面するために、暑中休暇をアルバイトに当てるよういわれた。そこで荷風は直ちに『ニューヨーク・ヘラルド』紙に、求職広告をのせた。
JA
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A
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  general  housew
orker  w
ants  position  in  sm
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日本人の家事労働者、小じんまりとした家庭におけるしごとを捜しています。連絡先は、ブルックリンのコンコード街一七番地に住むナガイ。
この求職広告にたいして、引き合いがあったかどうか不明である。
＊
一
　
ワシントン暮色
―
娼婦イディス。
しかし、十日ほどすると、ワシントンの日本公使館で身もとの正しい小使いを募集していることを耳にはさんだので、いとこの永井松三にその
周旋を依頼した。日本公使館で小使いが必要になったのは、日露講和談判がはじまり、しぜん公使館の事務しごとが増えたためである。
幸い荷風は採用になり、七月十九日ニューヨークよりワシントンに赴き、二十日より勤務をはじめた。荷風の住居となったところは、日本公使
館の三階の一室である。仕事は毎朝 員が出勤するまえに、事務所 そうじし、郵便物を調べ 電話の取次ぎ、新聞を取りそろ ること った。夜は本をよむ時間が充分あった。
ともあれ、臨時雇いである ら 日露談判がおわるまで働き、公使館の俸給と日本からの送金とを合わせ、秋風が吹くころ大西洋を渡ってフラ
ンスへおもむく計画であった。
八月のワシントンは相当にあつい。ワシントン市街はカエデが植えてあり、十字路には必ず花壇があった。荷風は夕暮れ、そのベンチ すわる
と、街燈の光に照らされながら、モーパッサンの『水の上』を原書で読みはじめた。
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荷風によると、アメリカに来て二年ほどたっても、かれらの会話を聞きとることはできなかったという。しかし、モーパッサンの作品のうち、
ごく読みやすいものは辞引をたよりに、どうにかわかるようになっていた（ 「モーパッサンの石像を拝す」 ） 。
八月二十九日、フランス行には不賛成である、との父・久一郎か 家信に接した。挫折と失望とに馴れっこになっていた荷風は、別におどろ
かなかったし、なげきもしなかった。
かれはどんなことをしてもフランスへ渡り、モーパッサンが描いた世の中をわが目でみたいと思った。この望みをとげることができないうちは、
たとえ親が急病であっても日本へ帰るまい、との固い決意でいた。ただこの一念を貫くため、公使館の腰弁（安月給取り）の生活を甘んじて受け入れることができた。
九月
―
公使館の事務室のあとかたずけをすませ、地下室へおりて、台所で黒人の召使いと夕食をすませたのちも、日はまだ高かった。陽気が
涼しくなったので、一日電車に乗って郊外へ出かけ、広野や木立を賞したが、その風景はミズリー州のものと似ていた。
九月十三日
―
、朝夕の風が身にしみるようになった。街の燈火に誘われて公使館を出ると、下町の演芸場に出かけ、そこで俗曲などを聞いて
旅愁をなぐさめた。やがて演芸場を出てから、とある酒
バー
場に入り、カクテールを飲んでいると未知らぬ女が声をかけた。名はイディス・ジラード
という。たちまち意気投合し、ポトマック川畔の公園内をいっ ょに散歩した。女はわたしの家に来ないかという。程なく女に誘われるままその家に至った
その後、なじんだ女との淫事に耽るようになり、女のもとに赴い
ては、そこでシャンペンを傾け、淫楽のなかに身を沈めた。
七月より黄葉の十月まで、四ヵ月ほどワシントンでくらしたが、
九月五日日露が講和条約をむすんだので 公使館内の事務しごともようやくひまになり、十月いっぱいで解雇になると申し渡された。
某日、夕食をすませたのち、いつもの酒場に行ってみると、脂粉
をこらし、華美な帽子をかぶったイディスが、二、三名の女友だちとテーブルを前にすわっていた。彼女を誘い出すと、公園の中に入
1905（明治38年）当時のアメリカ女性。
『 ザ・ ニ ュ ー ヨ ー ク・ ヘ ラ ル ド 』 紙
（1905・7・8付）より。
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り、人のいない小道を落葉をふみつつ歩いた。そのとき化粧の香りがプゥーんと鼻孔の中に伝わってきた。こんどワシントンをあとにニューヨークへ帰る、と うと、イディスはしばらく無言でいたが、腹立たしげに、靴の先で散りつもった落葉を音高くけった。そしてにわかに荷風の体を堅く抱くと 声をくもらせて、今宵からわたしの家へ来てほしい。執念深く跡を追わないから、別れの日まで一日一回はかならず会いに来てほしい、というと、ひた その顔をかれの胸に押しあてた。
十一月一日
―
ワシントンをいよいよ明日去ることになったイディスの家で別離の杯をくんだ。翌日、汽車にのりニューヨークに帰り、イース
トサイド（ニューヨーク市マンハッタン島の東部地区）にある日本人経営 安ホテルに宿泊した。そのホテルに泊ったのは多くの日本人苦学生がおり、仕事をさがすのに便利であろう、との考えから出たことであった。
しかし、思わしい勤め口がないので、再び学校生活をつづけようと思い、ふたたびカラマズーにむけて出発。墓地にちかい一農家の二階（ウッ
ドワード通 一一四番地）を借りた。
三十日。横浜
正しょう
金きん
銀行（明治十三年［一八八〇］設立、昭和二十一年［一九四六］閉鎖）ニューヨーク支店長から突然電報が舞い込み、来談
すべしという。直ちに三日以内にカラマズーを引払い、馳せつける旨返電した。ニューヨークにおもむき銀行員となることを返電したけ ど、都会に出ると文芸の道から遠ざかざる 得ないこと 憂い 。
十二月七日
―
父の配慮により、父が望める横浜正金銀行ニューヨーク支店（ウォール
街
ストリート
六三番地）に入った。住居は部屋がみつかるまで、
いとこの永井松三のアパート（ウェス 一五街六〇五番地）にやっか になることにし 。昼間は空気のよどんだ銀行の事務室に閉じこめられる生活だが、しごとがおわれば夜は自由である。
オペラを観たり、酒場に入ったり、移民街や公園を散策するための自由な時間がある。二十五日、午後セントラル公園の樹蔭を歩み、夜になってイーストサイドのイタリア人街の教会に入り、旧教の礼拝式を見物したのち、夜がふ
けるまで、チャイナタウンの酒場でクリスマスをたのしんだ。
明治三十九年（一九〇六）の元旦を、市中の汽笛のひびきとともに迎えた。年頭の四、五日は、オペラを観た 酒場に入って音楽などを聞い
たりした。
一月七日
―
フランス婦人（年は、六十ばかり、名はド・トゥール）の一間を借りることにし、そこに行李を移した。新しい下宿はウェスト八
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十九丁目にあった。フランス人のアパートに移ったのは、モーパッサンをはじめとするフランスの文学者の“俗語”を理解するためであった。それにはフランス人の生活に近づき、その中に入ってゆかねばならない。フランス婦人のアパートに下宿してよかったのは、朝夕フランス語が聞けたことと、仏語会話の練習するまたとない機会を得たことであった。
八日、朝から小雪が降った。勤めの帰り、プッチーニの歌劇「トスカ」をイタリア語で聴いた。一月九
―
帰宅してみると、机の上に一通の封書が置いてあった。差し出し人は、ワシントンで別れたイディスである。一別以来、ときどき
文通していたが、来週ニューヨークにやって来る、とあった。
ニューヨークに来て以来、夕食は移民の街の酒場やチャイナタウンのレストランですませ
た。食事のとき飲む酒に陶然と酔うことしばしばであった。市中は数日来、雪景色である。それはなかなかうるわしい光景であった。
一月から二月にかけて、ルウ・ドゥミックの『仏国文学史』 、ピェール・ロチやゾラの作
品を、またツルゲーネフの『猟人日記』をフランス語訳でよんだ（ 「亜米利加の思
おもいで
出」 ） 。
二月になるとイディスからたびたび手紙がくるようになった。それを読みよろこぶと同時
に恐怖を覚えた。二月から三月にかけて、オペラへよく出かけた。残雪が消えず、風もつめたかった。ときにひとりハドソン河畔やブルックリン橋下の波止場あたりを散策し、帆前船の甲板でおこなわれる熱帯の果物の競売 どをながめた。
ウェスト二十二丁目あたりの裏通りは、フランスの移民街である。そこにはフランス人が
経営する酒場があり、娼婦が多く姿をみせる。玉代は三ドルから五ドルである その街にはまたフランスの貸本屋があって、ドーデやモーパッサンの小説などをそなえていた。
四月八日、渡米の折、信濃丸の中で知りあいになった今村次七（一等船客）は、家からの
送金によって働かずに暮らしていたが、こんどある女学校 小使いとし 住み込み、ヨーロッパ旅行をするために給金を貯え 。久闊を叙していた同人とこの日再会した。
1880年（明治13年）当時のニューヨークを描いた銅版画。〔筆者蔵〕
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六月になると、ニューヨークは早や夏である。セントラル公園の樹木の葉は、いよいよ新緑をまし、青々としている。同月のある土曜日、公園
の樹木のふもとにすわり、モーパッサンの『詩集』をよんで半日すごした。また『女の一生
（
17）
』もこのころ読んだ。すでに銀行勤務が厭
いと
わしくなっ
ていた。勤務がおわってからの同僚とのつきあいとか、日曜日ごとに支店長の社宅にごきげん伺いをせねばならぬことにへき昜した。
そのような苦痛を忍んだあとは、きまってチャイナタウンの魔窟におもむき、そこでごろつき共と酒杯を傾け、酔っぱらうと娼婦の腕を枕にし
て眠った。彼女らはいまは苦界にあるが、も は人の子である。母も恋人もあったはずである。泥酔して狂ったように悪態をつくさまを見ていると、思わず深き涙をもよおした。極限まで堕落した人間と希望を失った孤客のじぶんとを重ね わせ、同病相あわれむの感をいっそうふかめた。
六月二十二日、モーパッサンの『テリエ館』をよんだ。二十七日
―
フランス語の夜学校に通いはじめた。七月二日、いまはトレントン（フィ
ラデルフィアの北東約四〇キロ、デラウェア川下流左岸に位置）にいるイディスから手紙が来、ニューヨークに来るという。
八日、イディスはすでにニューヨークにある。四十五丁目の「ベルモント・ホテル」で待つ、といった電報が届いた。昨年の十一月、木の葉が
落ちたワシントンの街頭で別離の涙をながしてから九ヵ月たっていた。共 ホテルですごすこと半日。夜になるのを待ってセントラル公園を散策し、その後コラ バス広
サークル
場にある酒場に入りシャンペンを傾けた。やがて酒に酔い、店を出ると、腕をくんで千鳥足で澄火の街を歩き、夜が明け
るころホテルに帰った。
イディスが語るには、ことしの秋か冬にはニュ ヨークに移り、静かな裏通りに小ぎれいな貸
フラット
間を借りて、いっしょに暮したいという。それを
聞いてわが身はフランスの小説に出てきそうな間
まぶ
夫（情夫）かつ
ジゴロ
ばめのような気がしたが、まんざら悪い気はしなかった。しかし、いずれ渡仏と
いうことになると、別れねばならぬから、再度 愛 苦のことをおもうとよく眠れなかっ
七月十六日、モーパッサンの『ベラミ』をよみはじめた。十九日の夜、フランス語の夜学にいくとき、マジソンの四辻を過ぎようとし 。そ
とき街上の看板をみて、パリのそれを連想し 二十六日、フローベル 『エデュカスイヨン・サンティマンタル』 よんだ。
二十八日（土曜日） 「ベルモ ト・ホテル
（
18）
」のボーイがイディスの手紙をもって来た。直ちにホテルにおもむき、夕食後ブロードウェー（市の
南北に走る大通り。劇場や歓楽街 多い）を散策し、そこここの酒場に入って酒 のんだ。帰途、ぜひ寓居をみ いというので案内してやった。夜が明けるころ、共にホテルにもどった。翌二十九日（日曜日） 、お昼ごろ目がさめた。雨がふっていた。イディスと共に窓ぎわのソファーにすわって話をした。夕飯のとき白ブドウ酒を傾けたが、そのとき彼女はじぶん 不幸な過去 かたり、涙を流した。八月十一日、 とこ 永井松三
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の新しいアパート（セントラル公園一〇六）に引っ越した。
十四日、帰宅すると机の上にイディスからの電報が置いてあった。今夜ニューヨークへ行くので待っていて欲しい、と電文にあった。髪を直し、
衣服を換えていたとき。 「ベルモント・ホテル」のボーイがイディスの手紙をもってきた。
彼女はいった。トレントンの町にも住みあきたので、あなたが るニューヨークに引っ越したい。貯金も三〇〇ドルあるので、しばらくこのホ
テルで暮らし、その間に貸間をさがすつもりだと。
二十日、イディスはホテルを引き払い、四十九丁目の貸間に移った。かせぎに行く所は、演芸場やダンスホールである。そこで客をひろって、
日々のかてを得るつもりだといって た。
二十三日、朝銀行におもむくとき、乗った列車の中で、モーパッサンの作品をよんだ。九月中旬より下旬まで病い（腸チフスの疑い）のため欠勤した。チフ はチフス菌によっ 起る伝染病。高熱、発疹などの症状が出る。
九月十七日、病床の中でモーパッサンの『イヴェット』をよむ。
十九日、イディスより大きな紅いバラの花束と手紙が届いた。
十月三日、病床を出て、はじめて外出した。五番街のブレンタ
ノ書店（一八五三年、オーギュスト・ブレンタノによって創設）の前を通ったので、店の中に入り、モーパッサ の『ロンドリ姉妹』を求め、それよりイディスのアパートを訪れ、晩さんを共にした。五日より再び銀行に出勤した。
十四日、午後、以前に間借りしたフランス婦人のド・トゥール
宅（ウエスト八十九丁目）を訪れ、フランス語会話の練習をした。のちイディスを訪ね、酒場でシャンパンを抜き、晩さんを食した。
十六日、銀行の帰途、株式取引所に近い横町にある小さなフラ
ンス料理店で、ブドウ酒を傾けながら夕食をとるようになった。
1860年代の「ベルモント・ホテル」の図。（筆者蔵）
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そして食後、ほろ酔い気分で給
ガルソン
仕にパリの新聞をもって来させ、それに目を通した。十一月よりオペラをひんぱんに観た。
十二月十六日（日曜日） 、夕方ブロードウェーの酒場に入り、イディスを待った。程なく彼女は盛装してやってきた。いつものようにシャンペ
ンに酔い、黒人が歌う唄をき た。
三十一日、ひとりブロードウェーの酒場に入り、ブドウ酒をのみながら、ラマルチーヌの詩集をよんだ。明治四 年（一九〇七）元旦。お昼ごろ起きると 茫然と灰色 空をながめた。一月七日、ミュッセの詩をはじめて読んで感銘をうけた。年
頭からしばしばオペラを観たり、音楽の演奏を聴いた。
十三日（日曜日） 、イディスの部屋を訪れた。隣室にパリから来た いうジョゼフィンという女がいて、同夜三人で晩さんをとり、パリの話を
聞き感興をそそられた。
十七日、以前に間借りしたフランス婦人ド・トゥール宅に移った。ふたたび朝夕、フランス語を聞くことにな 二十日、マラルメの詩「牧
神の午後」をよみ感動した。
六月
―
スターテン島（ニューヨーク湾内）に暑さを避けたが、そこでロザリンというイギリス娘と知り合い、毎夜、森や海辺を散策した。
七月二日
―
いずれ銀行を免職になると思っていたら、この日横浜正金銀行リヨン支店に転勤の命をうけた。ほとんど父のはからいによるもの
「感激極まりて殆ど言
い
ふ処
ところ
を知らす」 （西遊日誌抄」 ） 。三日、大西洋汽船会社（
C
om
pagnie générale transatlantique 略して
 T
ransat ）の出張所（総
代理店はブロードウェーの三十二番地）へおもむき、十八日出帆の「ブルターニュ」号（
L
a B
retagne ）の中等切符を購入した。 『ニューヨーク・
ヘラルド』紙の「船舶ニュ ス」 （一九〇五・七・九付）によると、ブルターニュ号は、月一回、木曜日の午前十時にニューヨークを出帆し、ルアーブル港（セーヌ河口）にむかう。
九日、イディスと別杯をくんだ。彼女と別れるに当り、ひじょうにやっかいだと思ったが、泣きながら何もいわずに出発させてくれた。男がフ
ランス好きであることをよく知っていたし、将来 思って行 せてくれた。とくにぐちをこぼすことはなかっ が、パリには同じ商売をやっている女友だちが二、三人いるので、何とか旅費を工面して、冬になるまえにパリ おもむき、それよりリヨンに下 て そこで再会しましょう、といった。イディスが涙ながらに語る繰りごとを聞いても、荷風は上の空であっ
十七日、トランクを船に送り、下宿を引き払い、波止場にちかい十四丁目のとあるホテルに投宿した。
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七月十八日
―
午前十時ごろ、大西洋汽船会社のブルターニュ号に乗って四十二番埠頭を出帆した。
＊
一
　
憧憬の地フランスへ。
およそ十日後の同月二十七日、夜十時半ごろルアーブルに入港した。船中で一泊し翌二十八日の午後八時ごろ、特別列車にのりパリにむかった。
ノルマンディーの黄金色の野をセーヌ河に沿って走り、ルアンを経てお昼ごろパリのサン・ラザール駅に到着した。駅前広場を通り抜け、とある街角の小ホテルをみつけ、そこの三階に旅装をといた。
荷を部屋に置くと、直ちに旅行案内書を
手にし、馬車を走らせ、モンソー公園（parc de M
onceau ）にむかった。恋い焦が
れていた、モーパッサンの石像を拝するためであった。
パリに滞在すること二日、この間馬車を
やとって市内の目ぼしい建物を見物した。二日目の夕暮、リヨンにむけて出発するため、カフェで 食をおえると宿にもどり一切の勘定すませた。宿のマダムは帳場の長椅子に招くと、すわるようにいい、旅ついて細かい注意をいろいろあたえてくれた。そし 馬車が来てそれに乗 うとしたとき、暖炉の上の花びんから白バラを一輪
モーパッサンの胸像がある
「モンソー公園」
セーヌ川
モーパッサンの墓がある
「モンパルナス墓地」
パリの地図
サン・ラザール
の駅
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抜きとって、旅のなぐさみにと渡してくれた。荷風は訳もなく、ひじょうに感動した。
二十九日の夜、七時二〇分、リヨン駅よりマルセーユ行
の急行に乗った。汽車は市を出ると、夕日に照らされた広漠たる麦畑を走 やがて日が暮れ、月が出ると、月光が野原を照らしていた。夜十二時、駅員の「ディジョン…」 「ディジョン」と土地の名を呼ぶ声 聞こえ そしてさらに三時間半ほど経過し ころ、リヨンの駅舎（ 「ペラッシュ駅 ）に着いた。
＊
一
　
霧の町リヨン
（
19）
。
汽車をおりたとき、駅の時計の針は午前三時半を指していた。リヨンはフランス中東部
―
ローヌ県の県都である。すっかり寝静まっている街
の中を馬車を走らせ、ソーヌ河岸のとあるホテルに入って、旅装をといた。一晩泊ったのち、八月一日横浜正金銀行の支店に出頭すると、着任の報告をなし、旅費の明細表を提出した。
ニューヨークからパリまで要した費用（船賃、汽車賃をふくむ）は、米貨で四十九ドル。パリからリヨンまでの汽車賃は、約三十八フランであ
った。
二日、ローヌ川西岸ヴァンドーム街の下宿屋
―
ランブル・セック街十九番地に移った。
やがて昼間は、不慣れな銀行のしごとや俗人とのつきあいが再開した。夕方、銀行を出るときは生気はつらつとし、カフェやオペラ座に出かけ
音楽を聞いたりした。読書としては ユイスマンスやアンリ・ドゥ・レニエの作品を愛読した。モーパッサンの作品は、すでに再読三読してしまっていた。
パリの「モンソー公園」にあるモーパッサンの胸像。〔筆者撮影〕
248（31）
荷風とモーパッサン
十一月になると、フランスの秋を知るためにマルセイユへ小旅行を試みた。明治四十一年（一九〇八）の元旦をリヨンで迎えた。一月二日、ユイスマンスの「彼
ラバ
方」をよんだ。霧が立ちこめている河岸の風景はすばらし
い。暖炉のそばでユイスマンスの小説をよんだ。一月にニューヨークにいるイディスに二度ばかり手紙を出したが、返事はなかった。
二月一日、銀行をやめる決心をし、その旨父に手紙 知らせ、三日には支店長の私宅を訪れ、辞意を表明した。十四日、ルソーの抜粋集を購入
「テート・ドール
公園」
慶応 3 年（1867）
日本の曲芸団が
“船あそび”を
した所。
支店長宅
モラン橋
横浜正金銀行
支店
ペラッシュ駅
?
?
?
?
????
　荷風の下宿
（ヴァンドーム通 113 番地）
リヨンの地図
リヨンにおける荷風関係地。加太宏邦著『荷風のリヨン』（白水社、平成17・2）を参照。
19世紀のリヨンを描いた銅版画。〔筆者蔵〕
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した。
三月五日、銀行より解雇の命をうけた。この日ニューヨークのイディスより手紙が来た。二十日、父からの来書により、帰国することになった。
が、フランスを去さねばならぬ気持はしなかった。多少たくわえもあるため、ニューヨークへ帰ってイディスとの乱れた放らつな生活をすることも考えたが、その決心がつか かった。
荷風のアメリカ時代の愛人イディスには後日談がある。彼女はなかなか実直な女性であったらしい。玉代を取ったのは、はじめの二、三回であ
り、その後は金を取らなかったという。その家に行けば食事をつくって待っているし、手紙をきちんと寄こすし、私欲を離れた、まごころのある女性であった。荷風と別れたのち、別の日本人と親しくなった。荷風はその男性からイディスのことをいろいろ聞いた。
実業家（鉄工所重役） ・相
あい
磯そ
凌りょう
霜そう
（一八九三〜一九八三、晩年の荷風と親交をかさねた）との対談において、荷風はつぎのような話をしている。
相磯
　　
先生はひとりのひとに長く関係していませんね。日記を見ていると‥‥。アメリカ時代のイデスは、いちばん先生のお気に入りのひとじゃないですか。
永井
　　
西洋ですもの こっちみたい 、すぐ代りがないから。それにあの女は、金というのをとらない だから。そういう点でいえば、米国のほうが偉いですよ。金の国 ていったって‥‥。はじめの二、三度はやはり金を出したんですよ。ニューヨークに移ってから、ワシントンからね、それからなんか金なんかとりはしな もの。ぼくがいけば飯を作って、ちゃんと持ってくるんですよ、だからただいけば い す。そういうのは日本の下宿にもひとりもなかっ 。それにあの女はうそはつかなかった。毎日手紙をよこ のだって、向う よこす時間と、こっちへ来る時間を考えている。
　　　　
朝、銀行へ行く前に、ちゃんと郵便箱の中にはいっているも 。そ う点、西洋の女は忠実というか、規則正しんです。
相磯
　　
ほんとうに先生 ことを思って たわけですね。 かもイデスさんと 商売人でしょう。それで先生にお金を使わせないという とは‥‥。
永井
　　
日本の女から考えて、金を使わせな ようにば している ら、ぼ は脈 あるな、と思 た。
相磯
　　
あの人は、先生をフランスまで追っ け きそうでしたが、 なかったですね。
永井
　　
その いだに また別の日本人と きちゃったから……。帰っ きてよほどたってから、そ 人に会 聞いたのです。
相磯
　　
だいたい日本 がすきな だな、イデスさんは。
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永井
　　
どういうわけですきなのか、ぼくの時分には知らないわけです。ワシントンでただいきなり買いにいった女だもの。それからだんだんタダになってきて、向うから、 んでも出すようになってきたんですよ。
相磯
　　
先生がフランスへいって、日本へ帰ってから消息はないのでしょう。
永井
　　
消息はありません。それからずっと後に その女を買った日本人と、日本で会って話を聞い んですよ。その人は「彼 はブラジルかどこかへいきたいとい いたから、今ごろ生きている ど かわからない」といっていましたよ。
やはり南のメキシコやどこかのニューオルリアンズに近いところに生れた女だから……。それからこっちで勤めているうちに、ほかの男が
できて堕落してそういうようになっちゃったんだから……。
相磯
　　
先生の書いたものを見る 、 まで来るわけ ったんでしょ ？
永井
　　
うん、日本へも西洋 女はくっつい 来る ね。フランスな かわけないから来やしないかと思ってい が、 いあんばいに来ませんでしたよ。来ないようにいろ ろ話 しておいたのだからね。……（笑）
注・永井荷風著『荷風
 思出草』 （毎日新聞社、昭和
30・
7）より。
二十六日、名残りにと、リヨンの街々を散歩し、ソーヌ川のほとりを歩き、橋の手すりにもたれ川の水を見ていると涙が流れてきた。三月 八
―
この日、意を決してリヨンを出発し、パリにむかった。ディジョンを過ぎたころ日が暮れ、夜十二時ごろパリに到着した。リ
ヨン駅の近くのホテルに投宿した。翌二十九日（日曜日）終日パリ市内を歩き、三十日、ル・パンテオン・ド・パリ（偉人らを合
ごう
祀し
する霊廟）の
そばにある「オテル・スフロ」 （
H
ôtel S
oufflot ―
9
 R
ue T
oullier トゥーリエ街九番地
―
現在はアパルトマンになっている
（
20）
）に移った。当時、日
本人はこのホテルを利用したようである。
午後は再びモンソー公園を訪れ、モッパッサンの像をみた。以後、ルクサンブルク美術館、ルーブル美術館、オデオン座、コンセール・ルージ
ュ、ペールラシェーズ墓地、モンパルナス墓地、カジノモンマルトルなどを訪れた。パリ見物でいちばん興味があったのは墓地の散歩であり、とくにモーパッサンが眠る墓を参詣し、積年の宿望を果たすことができた。またパリ滞在二ヵ月ほどの間に、オペラや芝居をほとんど観つくしたがこの間 学友の瀧村立太郎（外国語学校の仏語科出身）や松本烝治（中学校の先輩）に案内されて、クリュニイ博物館の前にあるホテルに滞在ていた上田敏（一八七四〜一九一六、明治期 外国文学者・評論家、当時東大講師）を訪れた。上田はそのころ私費をもって海外旅行中であった。
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著述を通じて、ヨーロッパの文物や景色にあこがれるきっかけを与えてくれたのは上田敏であった。
五月二十八日
―
午前十時すぎ、サン・ラザール駅を
急行列車で発し、セーヌ川沿いを走ってルアン（フランス中北部、パリの北西一三七キロ）に至り、そこからノルマンデーの沃野を通ってディエップ（フランス北西部、パリの北西一八〇キロ、イギリス海峡にのぞむ港町）に着いたのは、午後の二時ごろ。それからすぐ汽船に乗り、二時間ほどかかって対岸のイギリスに渡り、再び 車のってロンドンにむかい、そ 日の夕暮英都に着いた。そして辻馬車の御者 案内されヴィクト ア駅ちかくのホテルに入 た。
三十日（土曜日）午後十二時、讃
さ
岐ぬき
丸で出帆、帰国の途についた。七月十五日、同船は一ヵ月半の船旅をおえて神戸に到着。弟威三郎の出迎え
を受け、汽車で帰京した。汽車から久々に見る故国日本の景色は、人家の屋根といい松、雑木林といい、みな黒いものであった。家の中に入っても、視覚を刺激する色彩がないことであった。
＊
一
　
明治期のモーパッサン紹介。
いったい荷風はいつごろモーパッサンという作家を知り、どのような作品をよみ、どのように受容したのか。これらの点について述べてみたい。荷風は「モオパツサン序」 （伝記『モオパツサン』後藤末雄との合著、実業之日本社刊、大正四年［一九一五］六月）のなかで、フランスの自
然派の小説家モーパッサンの著作がはじめて日本の文壇に翻訳されて、すでに二十年ちかい
―
記憶に誤りがなければ、最初の翻訳家は上田敏氏
パリの「モンパルナス墓地」にあるモーパッサンの墓。〔筆者撮影〕
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ではなかった、かと記している。
大正四年（一九一五）の二十年前といえば、明治二十八年（一八九五）のことである。この年、まだだれもモーパッサンの作品を訳していない。
最初のモーパッサンの翻訳は、大西忠雄の「明治期モーパッサン輪入資料（その一） （ 『日本比較文学会会報』昭和
62・
6、名著普及会）によると、
明治三十一年（一八九八）二月田山花袋が訳した「二兵卒」 （未発表反訳、のち活字となる）である。これは原題
 P
etit soldat [1885] の英訳
 L
ittle 
Soldier を重訳したものである。
第二番目の翻訳は、同年三月に国木田独歩によって訳された「糸
いと
屑くず
」 （ 『国民之友』に掲載、原題は
 L
a ficelle, 英訳
 T
he piece of string ）である。
第三番目は明治三十一年（一八九八）八月に田山花袋が訳した「コルシカ島」 （ 『読売新聞』に掲載、原題は
 L
e bonheur, 英訳
 H
apiness ）である。
これらはいずれも英訳からの重訳 あった。が 第四番目には明治三十五年（一九〇二）五月に発表 なった上田敏訳「文
ふみ
反ほ
古ご
」 （ 『帝国文学』に
掲載、原題
 L
e L
it ）がくる。これはフランス語から訳したモーパッサンのものとしては本邦初訳であった。したがって荷風の思い違いであろう。
大西忠雄の「明治期モーパッサン輪入資料（一）
〜（十一） 」は、わが国のモーパッサン翻訳史に大きな特徴があるが、モーパッサン紹介には
疎漏があるのは、書誌作成上さけることができない。モーパッサン紹介の跡を明治期だけに限って記してみよう。
これよりいま筆者が諸雑誌から拾ったモーパッサンに関する記事を掲げてみよう。
モーパッサンの名前が、わか国の紙上に最初に現れたのはいつのことかはっきりしないが、
明治二十一年（一八八八）九月のことでなかろうか。小崎弘道の「国民の理想」 （ 『国民之友』所収、明治
21・
9）に、モーパッサンの名が散見する。
　
ショヘンハウエル
は婦人を以て一種高尚なる人類となす
貴ディダー メ
婦人
の思想を破砕したるとを誇れるが、
現に
フラウベルト、
ゾォーラ、
マウパザン
等が著はしたる小説には、此高尚なる思想あるを見ざる
なり、……
晩年のモーパッサン
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（一八九一）明治
24・
5・
25……「鷗外文語
　
其三
　
今の英吉利文学」 （ 『
文学評論
　
しがらみ草紙』所収）に、モーパッサンの名が出てくる。
英吉利にはアルフオンス、ドオデエもなく、又たモオパツサンもあらじ。
（一八九二）明治
25・
3・
12……雑誌記事または書物中の記事を抜いて訳したものか、 「論説の実際派を論ず（無名氏訳） 」 （ 『女学雑誌』第三〇八号所収）に、
モーパッサンの名が多出する。
ゾーラはわれら既
すで
に之
これ
に聴くその実験説は
　
われら既
すで
に之
これ
を了
れう
すいでやゾーラを謝
しゃ
してモーパサントの説を聴
き
かむ。モーパサントはゾーラの同
どう
臭しう
なり
　
自然派の一味なり（中略）モーパサントが「真
しん
之の
一いち
字じ
耳のみ
矣かな
」といひけむは動
うこ
かす可
べか
らざる定
ていそく
則にあらず。
（中略）予
われ
をしてゾーラとモーパアサントとの二
に
家か
を追
お
ひ
 現げん
今こん
実じっ
際さい
派は
の真
しん
相そう
を看
み
せしめよ
（一八九三）明治
26・
8・
25……「仏国文学者モウパツサン逝く」 （ 『早稲田文学』所収）は、モーパッサンの逝去を伝えた記事である。
仏蘭西の文壇厄
やく
多し
　
ルナン没しテ
（テーヌ）
ーン去り
　
今またモウパツサン遠逝す
　
本年の春『国民新聞』が掲
かか
げし『欧米文学現状の一
いっぱん
斑』にいふ
　
彼れはゾ
ラ、ドオデーと共に写実派小説家の三勇将と呼ばれ
　
同派の元祖ともいふべきフローベルの薫
くん
陶とう
を受けたりき（中略）
ゾラと彼れとを比較せば
　
或あるい
は数歩を譲らざるべからずと雖
いえど
も文に彫琢なく
　
卒直明
めい
晰せき
にして精確なる観察力に富みたれば
　
往おう
お々う
ゾラを抑
おさ
へて彼れを
揚くるもありといふ
　
昨日以来発狂の為
ため
、筆とる事能
あた
はざりしが
　
四十四歳を一期として遂に他界の人とはなれり
　（Ｓ．Ｈ．稿）
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注・Ｓ．Ｈ．とは島村抱月（一八七一〜一九一八、明治から大正期にかけての評論家・劇作家、のち早大教授）のことであろう。
（一八九四）明治
27・
1・
12……「明治二十六年
 文学界一覧表」 （これは過去一年間の新刊本、新聞紙、雑誌その他の諸現象中の重要なものを集録して一覧
表としたもの。 『早稲田文学』所収）の中に、モーパッサンの死について、一行みられる。
七月仏国の小
マ
説モウパツサン逝く
（一八九四）明治
27・
2・
3……「海外思潮
　
仏国文学の新潮」 （ 『国民之友』所収）に、モーパッサンの名がみられる。
文学は生活の反映なりとせば
 ブールジエー氏
がフヲラム雑誌に寄せたる『仏国文学の道徳的新潮』は
 仏蘭西に於ける
道徳的復活の時期4
終つい
に到来した
るの徴
しるし
として喜ぶ可
べ
し（中略）彼等は只
ただ
日常の出来事にあらはれたる平凡の生活
4
を描きたり。モーパツサンの格言を以て言へば、彼等の目的は卑
いやし
き真理
にあり、……
（一八九六）明治
29・
3・
7……「雑録
　
仏国学士会院（上） 」 （ 『国民之友』所収）に、モーパッサンの名がみられる。これはフランスの学士院を皮肉った
記事である。 「アカデミーフランセーズ」は、一六三五年の創立であり、会員は四〇名である。
　
ヴオルテールは「趣味の保存所」と称し、アルフオンス、ドオデーは「空
くう
肚と
の偶
ぐうぞう
像」と云
い
ひ、ラコールデールは「仏国智識の元老院」と賛
さん
し、モウパ
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スサンは「死
し
及および
四十老人の演劇」と罵
あなど
る。
（一八九六）明治
29・
4・
10……「海外騒壇
　
○
  小ジウマ」 （ 『国民之友』所収）に、三文豪のひとりとしてモーパッサンの名が引かれている。
二世アレクサンドル、ジウマは一千八百廿四年を以
もっ
て生
うま
る。小説家ジウマの子なり。人あり若し仏国近代の三大小説家を誰れとか為すと問はば、バル
ザック
　
ジォルヂ、サン、フロオベエルを以てす可
べ
く、輓
ばん
近きん
に降りて之
これ
を選まば、ドオデエ、ゾラ
　
モォパッサンの三文豪を以
もっ
て之
これ
に当つるを得
え
。
（一八九六）明治
29・
4・
10……「海外騒壇
　
キップリングの近業」 （ 『帝国文学』所収）に、同人に匹敵する者はモーパッサンであるという。
　
キップリングは千八百六十四年印
インド
度孟
ボンベイ
買に生れ、夙
つと
に文筆の才を以て新聞業に従事せしが、八十九年印度を去
さり
て絶東諸国を巡遊し、数年前吾
わが
邦くに
を過
すぎ
て
亜ア
米メ
利リ
加カ
に渡り、
終つい
に英国に至りぬ。此時
既すで
に数巻の小説を
著あら
はして令名を
為な
し、特に短篇の
勁せいけん
健
なるを
以もっ
て称せられたり。
P
lain T
ales from
 the H
ills
の小話集は
　
仏蘭西近代の名家モオパッサンの作品と比肩するに足れり。
（一八九七）明治
30・
5・
20……「海外文壇
　
○
  スカンヂナビアの小説（ 『太陽』所収）に、デンマークの小説家ヘンリック・ポントピダン（一八五七
〜
一
九四三）は、モーパッサンを思い出させるとある。
ヘンリック0
、
ポントツピダン0
の『
好望地0
』 （
D
et F
orjaettende L
and ）は
　
其その
処女作『薬剤師の娘』を去る六年目にて
吾ご
人じん
（われわれ
―
引用者）の手
にすることを得たり、ポントツピダン元来ユウモリストにして
　
其その
技わざ
に健全快
かい
濶かつ
の点多
おお
きがため
　
吾人をして往
おう
来らい
モオパツサンを連想せしめずんばやま
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ず、…
（一八九七）明治
30・
8・
10……論説「上田敏
　
仏蘭西文学の研究」 （ 『帝国文学』第三巻第八号所収）は、フランス文学に対する趣味を日本国民に目覚めさ
せ、日本文学を大成させることを意図し、フランス文学のよいものを選奨したものか。日本においては英語やドイツ語の勢力は漸次学界に広まって来ているが、フランス語はふるわず、活発なる勢力ではない である。仏語はフランス法を研究している者の間に潜んでいるにすぎない いう。
上田が本稿を寄稿したのは、ヨーロッパ大陸最大の文学
―
フランス文学の研究を喚起するにあった。この稿の中にモー
パッサンの名がみられる。
吾われら
等は仏国小説の光栄ある歴史を終
おわ
るに、ギイ、ド、モオパッサンの名を以
もっ
てすべし。彼はフロオベエルを師として小説を学びぬ。始めて刺
せき
を通して
（相手に名を知らせて
―
引用者）
フロオベエル
に
見み
へ、小説を以て文壇に立たむことを語る。
フロオベエル
即すなわ
ち教へて
曰いわ
く
　
足下
今いま
車に
駕が
して（馬車
で）
　
吾わが
廬いえ
を訪ひ
給たま
ひしならむ。
往ゆき
てまた
之これ
に駕し
　
巴里の大道、眼に触るゝ所を描写して吾に示せと。
モオパッサン
直ただち
に
教おしえ
を
奉ほう
して写実の術を
究きわ
め、
漸ようや
く撰択の法を解し、省
せい
筆ひつ
（よく調べて書く）の技
わざ
に熟し、集
しゅう
沖ちゅう
（多くのもの一か所に集まる）の美に達し、終
つひ
に美術的作品を成しぬ。 （中略）
鋭するど
き眼
め
と確
たしか
なる手
て
とこれ美術家の二大資格なり（中略） 。
近代仏蘭西小説 観念を得むと欲せば、ドデエ等の長篇を読むの
傍
かたわら
 モオパッサンの短篇を精読すべし。
（一八九七）明治
30・
9・
10……論説「上田敏
　
近英の散文」 （ 『帝国文学』第三巻第九号所収）は、近代における英文学の散文について論じたものであるが、
スティブンソンやキップリングの作品にふれた折に、モーパッサンの名を引き合いに出し いる。
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彼（キップリング
―
引用者）が短篇の小話は
　
浩瀚なる官府文書よりも、植民地の情態を闡
せん
明めい
して（明らかにする）詳なりといふ。而して此等短篇
の文致は仏蘭西近代の名家モオパッサンの筆路に負ふ所多し。
（一八九八）明治
31・
3・
3……「彙
い
報ほう
（いろいろの知らせをあつめたもの）
　
文学
　
◎
 短篇小説」 （ 『早稲田文学』所収）に、モーパッサンの名が出てくる。
日常個人の身上に起る詩的事件の一端を取りて之れを
 S
tory となし、
S
ketch となし、彼のモウパツサンの筆に
倣なら
ひ、
若も
しくはキップリングが短篇に
摸ばく
す（まねる） 、……
（一八九八）明治
31・
5　　
……「海外騒壇
 ○
 伊太利の新作家」 （ 『帝国文学』第五巻第四十一号所収）に、モーパッサンの名がみられる。
仏国はまたユウゴオ、ミユツセエの後
のち
、所
いわゆる
謂『パルナッシヤン』の詩社を出し、 （中略） 。又
また
小説界に於ては
　
モオパッサン、ロチ、等他邦
ほう
人じん
の決して
模倣すること能
あた
はざる短篇等は、優
ゆう
に欧州文壇の覇
は
を称するに足
た
る。
（一八九八）明治
31・
7　　
……雑録「西海枝静
　
トルストイ翁の新美術論」 （ 『帝国文学』所収）に、モーパッサンの名がみられる。
世界的卑俗的の小説儀型を指示するには（中略） 、モリエルの喜劇
　
ヂツケンスの『コペルフィリト』及び『ピッ
ク
ならび
倶楽部』ゴヽル、プシキンの小
説
　
モンパスサン
に
ならび
ヂュマの或る作品は慥
にわか
に批類に属すると答ふべし
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（一九〇〇）明治
33・
2・
23……森林太郎著『審美新説』 （春陽堂）に、メリメやモーパッサンの名がみられる。
予
□不明
の然
しか
る所
ゆ
以えん
を求
もと
むるに、往
おうおう
々簡浄明快の調
しらべ
これを致
いた
すを見
み
る。
M
érim
ée, M
aupassant　
等即是
これ
なり。
（一九〇〇）明治
33・
6・
15……「第五部
　
上田敏
　
文芸史
　
第二章
　
十九世紀の仏蘭西文学」 （ 『太陽』第六巻第八号所収）に、モーパッサンの名と作風と
著作についての短い記事がある。 『太陽』第六巻第八号は、版元の博文館の創立十三年を紀念する臨時増刊号である。 「十九世紀」における世界文明の発達を明らかにしようとしたものであり、各部の記事論説はいずれも専門家が執筆している。「第五部
　
文芸史」 （一七六〜一九九頁）は、上田敏の分担部分であり、この長編論文は─序論にはじまり、十九世紀の英
文学、フランス文学、ドイツ文学、イタリア・スペイン・北欧・東欧・新ギリシヤの各 学、および十九世 の絵画・彫刻・建築・音楽などについて
―
論じている。
モーパッサンについては、つぎのように記している。
現げん
欧おう
現げん
時じ
の文芸に波動し、モウパッサン（一八五〇―九三）ゾラ（一八四〇生）ゴンクウル兄弟（一八二八─九六及び一八二二―八五）ドディ（一八
四〇―九七）等を生じて仏蘭西小説今日の盛況を至
いた
せり。
　
モウパッサン
の短篇小説「メイゾン、テリエ」 （一八八一） 「ロンドリ姉妹」 （一八八四） 「ムッシウ、パラン」 （一八八五）等は
　
観察の
犀さい
利り
と
文ぶん
辞じ
の
明めい
潔けつ
とを以
もっ
て、古
こ
今こん
独歩と賞
しょう
すべく、 「ピエル、エ、ジャン」 （一八八八） 「死の如く強し」 （一八八九） 「われらの心」 （一八九〇）の諸篇も現代社会の描
写として頗
すこぶ
る精
せい
覈かく
なり（よく調べてある） 。
（42）237
（一九〇一）明治
34・
5・
27……田山花袋の『野の花』 （新声社刊）の「序」に、モーパッサンの名が出てくる。
此頃の私の考
かんがえ
を言つて見やうなら、今の文壇は余りに色気沢山ではあるまいか。一方にはロオマンチシズムの幽霊の様なのがあれば、一方には不自然
極きわま
る妖怪談 やうなのがある（中略）モーパッサン 「ベル、アミ」や、フローベルの「センチメンタル、エヂケイシヨン」などは
　
自然派の悪
あく
弊へい
が雑
まざ
つて居
い
ない為
た
めに、何
ど
処こ
かに大自然
の面影が見えて
　
人生の帰
き
趣しゅ
が着
ちゃく
ち々ゃく
として指
ゆび
さゝれる。
（一九〇一）明治
34・
6・
17……「西花余香」は、田山花袋が『太平洋』に発表した雑誌記事である。この中にモーパッサンの名がみられる。かってフロベ
ールやゾラが唱えた自然主義は、いまでは大いに趣
おもむき
をかえ、革新の色をおびてきているという。
モーパッサンは人間を明
あき
かに紙上に出
いだ
して、それを飽
あく
まで客観的に描写したるに止
とど
まりたれど、今の革新派は具象的なる一箇の主観ありて、理路明か
に幽玄界に大胆なる足跡を付けんとせり。
（一九〇二）明治
35・
5・
1……丸善の『学燈』は、モーパッサンの著作全十一冊が入荷したことを伝えている。これは原書ではなく、英訳本である。この
新着本案内には、書名や版本についての言及はないが、おそらく「ズィ・アフターディナー・スィアリーズ」 （
T
he A
fter-
dinner S
eries の『ギィ・ドゥ・モーパッサンの短篇小説』ロンドンのマスィスン社刊
―
G
uy de M
aupassant ’s Short 
Stories, M
athieson &
 C
o., L
ondon ）のことをいっているのであろう。
いま日本の文学界ではモーパッサンが流行し、諸雑誌にその翻訳をよくみるという。また独訳本もたくさん到着したとい
236（43）
荷風とモーパッサン
っている。
注・この版本はこんにち入手困難である。早大本は第一巻目が欠けている。
△
　
モウパッサンの
 “T
he S
hort S
tories ” 全十一冊
取とり
揃そろ
へ新著仕り候。此篇は二三年前より逐次出版し来りたるものに候が、
此この
度たび
第十一冊目を発行し
て終結致し候。モウパツサンは夙
つと
に短篇を以て聞え、小説の妙味は煩雑なる長編に存せずして単純なる短篇に却
かえっ
て見ゆると主張し、短篇の伎
ぎ
倆りょう
に到
いた
って
は
　
近来多く匹
□不明
なきは普
あまね
く評壇の一
いっ
致ち
する処
ところ
に御座候。
昨さっ
今こん
我わ
が文芸界に於
おい
ては
　
モオパツサン頻
しき
りに流行し、到
いた
る処
ところ
の文学雑誌
　
モオパツサンの翻訳を見ざるは無
な
ければ、モオパツサンの名は広
ひろ
く読書社
会に知
し
れ渡
わた
る事
こと
と存
ぞん
じ候。然
しか
るに は
　
頗すこぶ
る極端なる写実主義を把
は
持じ
し
　
最もっと
も大
だい
胆たん
に忌
き
憚たん
なく
　
人生の暗黒面を暴
ばく
露ろ
したるが故
ゆえ
に、此
この
大胆を
欠ける訳文に 到底其
その
本ほん
色しょく
を認
みと
め得
え
がたく候。此
この
短篇集十一冊は
　
即すなわ
ち最
もっと
もモオパツサンを知るべき短篇全集にして
　
消しょう
閑かん
の読書としては
　
之これ
に上
じょう
越えつ
す
もの無
これ
之なく
候そうろう
。
△モオパツサン
　
其その
他た
最近著
ちょ
名めい
の作家の著に係
かかわ
る独訳（或は独文）小説も亦
また
数あま
多た
到着
仕つかまつ
り候。
（一九〇二）明治
35・
8・
1……「中村蝶二
　
外国文学の流行」 （ 『文藝倶楽部』第八巻第一一号所収）に、モーパッサンの名がみられる。外国文学が流行し
ているが、それによって日本の文学界は裨益をうけていないという。外国文学は、オウムのような文学者によって皮想的に紹介され るにすぎず、そしゃく吟味してわが特有の思想の中に同化されていないという。（かれら）は
徒いたず
らに新らしきを追ひ、奇を好み、モーパッサン流行すと聞けば、
直ただ
ちに之を翻訳して一時の名声を
貪むさぼ
らむと試み、ゴルキー流行すと聞けば、また
直ちに之を翻訳して一時の好
かう
尚しょう
に投
とう
ぜむとつとむ。
ズィ・アフターディナー・スィアリー
ズの『ギィ・ドゥ・モーパッサンの短
編小説』（マスィスン社刊）の第11巻
の表紙。〔早稲田大学中央図書館蔵〕
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（一九〇二）明治
35・
11・
5……「長谷川天渓
　
答弁二則
　
○
  不自然は果して美か（
文学士
　
佐々醒雪君に与ふ
4
4
4
） 」 （ 『太陽』所収）に、モーパッサンの名が
みられる。
醒せい
雪せつ
君は、漠
ばく
然ぜん
たる意味に於
おい
いて、不自然を説く。これ予の氏が意見を採らざる所以なり（中略）更に吾人は言はむ、吾が小説界
9
は、未だ充分に写実
主義を咀
そ
嚼しゃく
せず。吾が所謂写実派とは何ぞや。皮相の模倣
9
に外ならざるにあらずや。固
もと
より欧州の一派にも此
こ
の幣
へい
あり（中略） 。
其の幣として或は科学を誤解したるもあらむ（ゾラの如く）或は事実其の物に束
そく
縛ばく
せられたるもあらむ。これゾラの弟子たるユイスマンス、モーパッ
サン等が、ゾラを棄
すて
たる所
ゆ
以えん
なり。
（一九〇二）明治
35・
11・
10……「彙報
　
九月の文壇」 （ 『早稲文学』所収）に、モーパッサンの名がみられる。
老子爵はモオパツサンの翻案なるべきか。注・ 「老子爵」は田山花袋が『文学界』に発表した作品。
（一九〇八）明治
41・
1　　
……「モウパッサンの自然主義」 （ 『早稲田文学』所収）は、相馬御風（一八八三〜一九五〇、明治・大正期の詩人、評論家、早
大英文科卒）が執筆した長編論文（一一八〜一三九頁）である。モーパッサンの狂死
―
アーサー・シモンズの評
―
モー
パッサンとゾラ
―
モーパッサンと西鶴
―
「ベラミー」の梗概
―
トルストイの評
―
勇敢なる戦士か
―
などから成る。
相馬はモーパッサンの人生を めくくって、つぎのように述べている。
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（前文略）モウパツサンこそ真
しん
に自然主義文芸の勇者と云
い
はざるを得ない。彼れは終
つい
に『人生の真』を得ずして死んだ。 （中略）惜
お
しい哉
かな
、彼れは自
みずか
ら
之これ
を出した人生の真相に対する苦悶の為めに終に自ら倒れてしまつた。吾人は彼れを以て最も勇敢なる人生の戦闘者と讃
たた
うべきであらうか、……
（一九〇九）明治
42・
1・
15……「戸川秋骨
　
丸善回顧」と「評論の評論」 （無著名） （ 『文章世界』第四巻第一号所収）に、モーパッサンの名が散見する。
戸川秋骨（一八七〇〜一九三九、明治期の評論家、英文学者）は、丸善の二階で柳田国男（一八七五〜一九六二、明治から昭和期にかけての民族学者）と会った際に、つぎのような話を耳に さんだ。
君が中央公論に書いた文章の
為ため
に、丸善にあの本を買いに来た者が非常に沢山あった
相そう
だと云ふのである（中略）あの本と云ふのはマウパツサンの
『女の一生』の事であるからである。僕は其
それ
を思ったから、何
いずれ
れ風俗壊乱的な文字を見たくて買ひに来たのであらう……
　　
…………
内田さんは即ち其の位置にあるのである。マウパツサンの短篇は盛
さかん
に訳された。あれは本が安価で文章が解し易くて風俗壊乱的文字が沢山あって、其
て短かく数ページで完結している、流
はや
行らざる得ないではないか。
注・内田とは、内田魯庵（一八六八〜一九二九、明治期の評論家・小説家、のち丸善の顧問）のことである。
「評論の評論」の執筆者によると、作家には“見出す作家”と“見出さぬ作家” 、また画
ペインター
家的作家、心
サイコロジスト
理学者的作家がおり、この二つに分けられ
るという。見出す作家とは
―
説明と抒情と小主観に陥
おちい
る幣
へい
がある者。見出さぬ作家とは
―
平凡と無意味と悪写生に捉われる幣がある者である。
画家的作家とは
―
描写に委
い
曲きょく
をつくし叙事抒情に長じているが、心理にその筆がふれえない者。心理学的作家は
─
描写叙述にあまり重きを
置かぬ者。まず心理をつかむ、性格を了解する者である。後者は……
日本でいふと、国木田君などにさうした処
ところ
がある。正宗君もさういふ方
ほう
の質
しつ
の人だと思ふ。西洋で言ふと、モウパツサンがさうだ。チエホフがさうだ。
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（一九〇九）明治
42・
1　　
……「永井荷風
　
モーパッサンの旅行日記」 （ 『早稲田文学』第三八号所収）は、モーパッサンの人と作品の概略を述べたのち、
同人の地中海あたりよりシシリー島にいたる旅行についてふれた小記事である。
思索家
テ（テーヌ）
ーン
によりて、 「
憂ゆう
欝うつ
なる
牡おす
牛うし
」の名を得たるモーパツサンの
痛いたま
しき生涯と悲しき作品とは、最初上田敏氏によりて、一度我国に伝へられし
より、世の作家争ひて此れを訳述したれば、今
いま
又また
、多く云
い
ふの要なかるべし。
モーパツサンの著作は自
おのづか
らモーパツサンの生涯を語りて充分なり。
（一九〇九）明治
42・
11・
1……「赤門文芸の変遷」 （ 『無名通信』所収）に、モーパッサンの名が出てくる。
赤あか
門もん
文芸などゝ云ふ
狭せま
苦くる
しい標題をうけたことが、そも〳〵赤門出の文学者には気に向くまいと思ふ。 （中略）その赤門の文芸はまた日本文壇の上に
相応な献
けん
替たい
をも為
な
して来
き
てゐると云
い
ふことは、之れは公平な見方であらうと思ふ。
奇ミラクル
蹟ならばそれもあらうけれども如
い
何か
に赤門でもイブセンを一夜で産み出すことは出来まい、ツルゲネーフ、ゾラ、モーパツサンとても同じと。
モーパッサンの短篇作品の邦訳についていえば、明治初年から同二十年代にかけて皆無であるが、三十年から四十年代にかけて諸雑誌（ 『国民
之友』 『早稲田文学』 『帝国文学』 『文藝倶楽部』 『小天地』 『明星』 『藝苑』 『太陽』 『新小説』 『文藝界』 『万年草』 『新
』 『中学世界』 『文庫』 『新古
文林』 『文の友』 『新潮』 『白百合』 『文章世界』 『三田文学』 『新思潮』 『スバル』 『英語世界』 『青鞜』など）にひんぱんに発表される。
大西忠雄の「明治期のモーパッサン輪入資料」 （ 『日本比較文学界会報』 ［その一］
〜［その十一］から短篇の反訳を拾うと、明治三十年代は約
七十点、同四十年代は約六十点ほど訳されており、枚挙にいとまがないほどである。
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＊
文芸は荷風にとって少年のころから“離れがたい友人”であった。中学生のころから成島柳北（一八三七〜八四、もと幕臣、侍講、明治前期の
戯文家）の著述に興味をもち、その作品の模倣をおこない、のちに広津柳浪の小説をよむようになってからは、その作品に敬服し、その模作を雑誌に発表するようになった。やがて模倣 をつくることに や気がさし、外国文学の世界に興味をもつようになった。
柳浪のもとを去り、厳谷小
さざ
波なみ
（一八七〇〜一九三三、明治・大正期の小説家・童話作家）の「木曜会」に出席するようになるにつれて、そこで
出会った生
いく
田た
葵き
山ざん
（一八七六〜一九四五、小説家。東洋英学塾にまなぶ）や黒田湖
こ
山ざん
（一八七八〜一九二六、小説家。東京専門学校にまなぶ、キ
ップリングの翻訳がある）らから、外国文学をしきりと鼓吹された。ゾラやモーパッサンの名をはじめて聞いたのも、この文学サークルにおいてであったろうか。「われその頃より友人に教へられて
　
かのモオパッサンが短篇小説読
よ
み始むるほどに……」 （随筆「葡
ぶ
萄どう
棚」大正
7・
8）と語っている。まずよ
くわからないながらも、鷗外の『美奈和集』 （著作訳 集、明治
25年刊）から入った。が、原文について外国文学を読み味いたいといった思いが
強くなった。英語の知識がすこしあったので、イギリスの女流小説家ジョージ・エリオット（一八一九
〜
八〇）やアメリカの小説家ナサニエル・
ホーソン（一八〇四〜六四）の作品をよんでみたが、語学力がじゅうぶんでないため、おもしろ味を感じるに至らなかった（ 「我が思想の変遷」 ） 。
しかし、あるとき何気なく、フランス作家エミール・ゾラ（一八四〇〜一九〇二）の英訳本を繙い ところ、訳文もよみやすく、かれの旧文芸
に対する反抗の態度がじぶんの性質に適 ように思われ、一冊ずつ読みはじめ ほとんどゾラ もの 読んでしまった。人生の暗黒面をじっさい観察して、その報告書をつくるのが小説家のしごとであると思った。
ゾラの作品を読むことによって、荷風の心境は一変した
（
21）
。やがてかれは文学仲間にモーパッサンを推賞するようになった。
荷風はいつ、何によって小説家モーパッサンの存在を知り、ど ような作品を最初 よんだのであろう 。どうもかれがモーパッサンの名をはじめて知った は福地源一郎（一八四一〜一九〇六、明治期 ジャーナリスト、歌舞伎改良家）の弟子・榎
本虎彦（一八六六〜一九一六、明治期 歌舞伎狂言作者）か であり
（
22）
、ついで明治三十年代に上田敏の翻訳を通じての うだ。その翻訳とは
―
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「文
ふみ
反ほ
古ご
」 （も
ママ
おぱつさん作）……明治三十二年（一八九九）五月『帝国文学』に掲載。原作は
 “M
lle.F
ifi ” 所収の
 “L
e L
it ”。
「ゐろり火」 （モオパッサン）……明治三十三年（一九〇〇）十二月『帝国文学』に掲載。原作は
 “M
lle. F
ifi 所収の
 “L
a B
ûche ”。
である。が、この二篇は完訳でなく、全体を縮めた縮訳である。 「文反古」は、競売で手に入れた祭服の中から、僧院長に宛てた黄色の色あせ
た女の何通かの手紙が出てきた。その一通には、寝床こそ人の一生のすべてです、とあった。人が生まれるのも、愛するのも、死ぬのも、みな寝床の上な です、とあった。「ゐろり火」は、親友の細君に誘惑され、ソファーの上でくちびるを合わせていたとき、暖炉のたきぎが客間の中に飛び込んで来たので、とっさに男は立ち った。その きちょうど親友がもどって来たので、醜態をみられずにすんだ。そのたきぎがなかったら、男はぬれ場の現場をとり押えられるところであった。あんな経験はこりごりとの思いから、男は独身 通したという話。若き日の荷風がヨーロッパの文物や風物に興味を抱くはずみを与えられた文学者は二人いた 一人は森鷗外（一八六二〜一九二二、小説家・評
論家） 、もう一人は上田敏（一八七四〜一九一六、外国文学者・評論家）である。荷風は鷗外の文学評論集の『月草』 （春陽堂、明治
29・
12）や翻
訳長編小説『即興詩人』 （ 『しからみ草紙』 『めさまし草』に連載） 、敏の海外文芸論
―
ことに『太陽
―
臨時増刊（第六巻・第八号）
―
十九世
紀』 （明治
33・
6）に収録されたヨーロッパ各国の「文芸史」から大きな感化をうけたといっている（ 「書かでもの記」 ） 。とくに「第二章
　
十九世
紀の仏蘭西文学」をよむことによって、じぶんの将来 方針が決定 た。すなわち まずはフランス語を学び、フランスの地を踏もうと……。
荷風がよんだといっているモーパッサンの作品を文献資料からひろって掲げると、つぎのようになる。
（一九〇五）明治
38・
8……モーパッサンの『水の上』 （
Sur l ’eau ）を原書でよみはじめた。同書はワシントンのブレンタノ書店で求めたもの。荷風は「モーパッ
サンは革盛頓府のブレンタノと云ふ書店にて初めて
購あがな
ひ候事」 （昭和
19・
12・
22付、谷崎潤一郎宛書簡）といっている。一冊一ドル五
〇セント（ 「断腸亭日乗」昭和
18・
3・
19付） 。イディスと別れる際、モーパッサンの著作の大半を買ってもらったという『ふらんす物
語』 。
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（一九〇六）明治
39・
6……モーパッサンの『詩集』 （
D
es V
ers ） 、 『女の一生』 （
U
ne V
ie ） 、 『テリエ館』
L
a M
aison T
ellie などをよむ。
　
〃
　　
7……『ベラミ』 （
B
el A
m
i ）をよみはじめる。
　
〃
　　
9……『イヴェット
Y
vette ）をよむ。
　
〃
　　
10……ニューヨーク五番街のブレンタノ書店で『ロンドリ姉妹』 （
L
es Soeurs R
ondoli ）をもとめる。
荷風は購入したモーパッサンの作品を、赤エンピツなどで書入れをしながら読んでいたようである。アメリカ時代に求めたフランス書の大半は
仮とじ本であったため、リヨンに赴いたときオペラ座前の書店で一冊三フランで皮綴にしてもらったという（ 『断腸亭日乗』 、昭
18・
3・
19付） 。
荷風に って、書棚にならんだ皮装丁のフランス本を見ることは、老後のたのしみ もあった。
＊
一
　
荷風の蔵書。
明治四十一年（一九〇八）七月、荷風はアメリカ、フラ スで五年ちかい歳月を送ったのち帰国すると、ひとまず牛込区大久保余丁目七十九番
地の父の家に入った。その後、住所を転々と変え、大正九年（一九二〇）五月、麻布市兵衛町 丁目六番地の高台に百坪の土地を借り、そこに洋館を新築して「偏
へん
奇き
館」と名づけた
（
23）
。市兵衛町の由来は、元禄八年（一六九五）にいたって名主の名前をとって「市兵衛町」としたもので、江戸
時代そこは岡場所（官許の吉原以外の遊郭）であったが、天保の改革で取り払われた（ 『港区史
　
上巻』 、東京都
　
港区役所、昭和
35・
3） 。 “偏
奇”とは、風変わり、ふつうとちがった趣がある、という意である。
偏奇館は、建坪二十、庭つきであった。家は東南の崖に面していた。崖には竹林があった。崖下の人家の多くは庭があり、花を植えていた。偏
奇館は病
やまい
を養ひ、静かに読書するには最適な所であった。偏奇館がある番地は、あたり一帯がすべて六番地であったから、訪問する記者を惑わす
のにつごうがよかった。門 出て細い道を数十歩ほど行くと、街路に達し 。そ 道は下ったり登たりする谷に似ていた（ 「偏奇館漫録」 ） 。
このペンキ塗りの家に入ると、玄関口から三、四メートルほどの廊下がまっすぐ貫いている。そ 奥の右手が台所。台所の前から、二階にのぼ
（50）229
る階段がある。二階には客間兼書斎と寝室がある。客間兼書斎の広さは、十畳か十二畳である。西壁はすこし壁面を残している 、その一面 書棚が 本棚にならんでいるのは、
―
鷗外全集（初版本）漢籍を収めた帙
ちつ
（書衣）
和本の積みかさね仮とじのフランス書
などであった（佐藤春夫『小説
　
永井荷風伝』 ） 。
玄関のすぐ左脇は小さな応接間になっており、そこに
小机と円い小卓、小さな椅子が二つ三つと長い藤椅子が一つ置いてあった。その部屋の正面にガラス戸のついた
本箱があって、その中には
―
フランスの小説本フランスの詩集
などが、ぎっしりとつまっていた。これらのフランス書以外に、森鷗外全集がまじっていた（中河興一「二度の光栄」 『三田文学
　
永井荷風追
悼』六月号所収、昭和
34・
6） 。
麻布市兵衛町の偏奇館の図
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荷風は、三四十歳ごろまで、蔵書をあまり珍重せず、人に貸してなくされても惜しむような人間ではなかった。しかし大東亜（太平洋）戦争が
はじまり、西洋のもののすべてが輸入禁止になってから考えが変わり、大切にするようになった
（
24）
。また市内の諸処をたびたび移転したので、本の
持ち こびにこまり、処分した本もあったようである。
昭和十八年（一九四三）三月十九日
―
荷風は旧蔵のモーパッサンの短篇集数冊が、神田神保町の進省堂という古本屋の店頭に飾り出された、
という電話を知人から受けたので、日が暮れるころ、それを見に出かけた。売値は、何んと一冊五十円（いまの五十万円ぐらい）であった。店頭の陳
ショーウィンドー
列窓にあったモーパッサンの作品は、ワシントンのブレンタノという書店で一冊一ドル五〇セントで購入したものであり、リオンで一冊三フ
ラン払って皮綴じにさせたものであった。モーパッサンの紀行『水の上』もその数冊の中にあった。
大正七年（一九一八）
―
荷風は思うところあって断腸亭を引き払い、築地の路地裏に引っこすとき、蔵書の置き場にこまり、和本屋の竹田に
たのんで大半を二足三文で売却し 。その中にあったモーパッサンの著作が、いま一冊五〇円という法外の値がつけられていた。荷風は当時の思い出の品であるその三冊を買いもどすと、 れを再読しはじめ、明け方まで読みつづけた（ 『断腸亭日乗』 ）
昭和二十年（一九四五）
―
このころになると、日本各地は毎日のように米軍の空襲をうけた。同年三月九日、夜半麻布方面
―
長垂坂あたり
で起った火は、たちまち西北 風にあおられて市兵衛町二丁目 表通りまで迫ってきた。荷風は枕元の窓から異常 明るい光が射して来たのと、隣人らの叫び声におどろき、日誌と草稿を入れた手さげカバンをもって庭に出、遠近 火を見た。遠くの北方の空は赤く ま 近くの谷町にも火の手が上った。
火の手は刻一刻と偏奇館にも迫まり、隣家のドイツ人フロイドル・シュペゲル氏の樫の木と荷風の庭に る椎
しい
（ぶな科の常緑高木）にも燃え移
った。やがて隣家は火中に崩壊し 。火炎は偏奇館の二階に 移り、三十余年前に欧米で求めた小説や詩集なども他の多くの書物といっしょに灰じんに帰してしまった（永井荷風「羅炎日記」 『
V
ita N
ova 新生』所収、昭和
21・
3） 。
灰かいじん
塵
となったものの中には異国でよしみを結んだ女性の写
真もあったかも知れない。荷風は羅炎の翌々十一日に焼け址を訪れたとき、二十六年の久しきに渡って した住居と蔵書 すべてを失ない、万
ばん
斛こく
の涙を注いだ。
三月十日の猛火は、東京の大半を灰にしてしまった。戦後、荷風は小
お
門かど
勝かつ
二じ
（一九一三〜一九七七、随筆家・荷風研究家、毎日新聞社記者）と
会った際に、往時を回想してこんなことをいった。
（52）227
―
あ、本ですか、ぼくはもう本のことについちゃ、そんな心配はないですよ。だまっていたって、だんだんたまっちまいますから適当な高さになった
ら、くず屋へ売ればいいんですよ。 （中略）
家の中、本で埋めてみましたが、せっかく苦労して集めたら空襲でみんな焼けちまいました。どうせなにかのときに焼けるんですから、もう集めたっ
てしょうがありませんよ。いくらぼくが守ったって、政府がその気で戦争なんかするんですから、見込みはないですよ。軍部が強いとか、政府は確実なんていうのは、 ゃ宣伝ですからね。
その証拠には、ぼくの偏奇館は焼けちまいましたもの……。だからぼくは、できるだけ早く身辺のものを整理しておくんですよ。ぼくは払いに出した
本の買い値が くらでもいいんです。安 か って怒ることはないですよ。部屋の中がさっぱりするだけ、こっちの得ですからね。……
注・小門勝二記「最後の反俗作家
―
荷風の死とその周辺」 （ 『サンデー毎日』所収、昭和
34・
5） 。
これは晩年の荷風が、戦災によって失ったものに対して何の未練もなく、あっけらかんと語った談話である。荷風はよわいを重ねるにつれて、
物に執着しなくなり、やがて訪れる死の覚悟をしていたのであろう。かれは亡くなる三年前の昭和三十二年（一九五七）三月
―
市川市八幡町四
丁目に一六〇万円を投じて小さな家（六・四半・三）をもとめ、静かに余生を送った。家は新しいのだが、そこでの生活は掘立小屋での暮らしと大きな違いはなかった。部屋の中に万年床と七輪があり、その七輪 コーヒーをわかし
荷風は徹底した無物主義であったようだが、部屋の中のバタ屋風景と奇妙な対照をなしていたのは、蔵書であった。奥の一
ひと
間ま
（四畳半か三畳の
間）に、幅一
いっ
間けん
（一、八メートル） 、高さ一
いっ
間けん
の本棚があった。本棚は四段ほどあったものか、そこにはつぎのような本がぎっしりと詰っていた。
最上段……………「森鷗外全集」第二段…… 「幸田露伴全集」　　　　　　　　
  「荷風全集」
第三段（？）… フランスの文学書（エミール・ゾラのレ・ルーゴン＝マッカール叢書
注・ 『サンデー毎日』 （昭和
34・
5）より。
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晩年、荷風は女性にも興味がなくなり、無欲てんたんな人になった。かれにとって死ぬことはけっして悲しいことでもさみしいことでもなかっ
た。あの世に行けば、森鷗外や上田敏の両先生にも会えるからである。荷風は若いときから病気をこわがらなかった。人間はどうせ病気で死ぬものだからである。もし死んだら……
―
世界の外へ行きます。ゾラやモーパッサンとも会って、先生の全集を読んできました、とあいさつするな。そうしたらゾラやモーパッサンはどんな
顔をするだろう。
為ため
永なが
春しゅん
水すい
（一七九〇〜一八四三、江戸後期の戯作者）なんかは、ぼくの顔を見たら泣きますよ。ぼくもそのときは泣くかもしれない
な。……芸術家っていうのはそんなものなんですよ。
生前、荷風はさいごまで信頼していた小門勝二に語った。
―
ぼくが死ぬときは、ポックリと死にますぜ。森鷗外は床
とこ
の間
ま
の柱によりかかったまま、大いびきをかいているうちに死にました。ぼくは鷗外を崇拝
していますから、きっとぼくもそうなりますよ
荷風は“死の希望”とは裏腹に、胃かいようで血を吐い 亡くなった。享年七十九歳であった。
＊
一
　
荷風のフランス語。
荷風は暁星の夜学でフランス語を学んだと明言しているが、習った教師名、用いた教科書、辞引や参考書（文法書、訳読書）については何も語
っていない。いまなら手引書は無数にあるから、初学者は辞引や参考書にこまることはないが、当時はまだ語学の参考書はすくなかった。明治二十年代における比較的良好な仏和辞典は、中江兆民（一八四七〜一九〇一、明治期の自由民権思想家）と仏学研究会会員らが纂訳して成 『仏和字
』 （仏学研究会蔵版、明治
26・
12）であった。荷風がフランス語を学んだ明治三十年代の半ばには、フランス本国の辞典を参配し、簡を採
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って編んだものや宣教師との共編のもとにつくった、つぎのような仏和辞典が現われた。
野村泰享
　
中沢文三郎
著
　　
『仏和新辞典』
　　　
  （大倉書店発行、明治三十四年）
市野良雄編纂『仏蘭西語学捷径
　
全』 （金刺芳流堂、明治三十七年）
Ｅ・ラゲ編訳『仏和小辞典』
　　　
  （天主公教会、明治三十八年）
小野藤太Ｅ・ラゲ
共編
 
　『仏和会話大辞典』
　
  （天主公教会、明治三十八年）
これらの仏和辞典は、必ずしも実用に足るものではなかったが、無いよりかましであった。本格的な仏訳辞典の出現は、大正十年（一九二一）
四月に刊行された、 『模範仏和大辞典』 （白水社）まで待たねばならなかった。
荷風の作品をよむと、フランス語の単語のカタカナ表記が気になることがある。たとえば、いくつか実例をあげてみよう。
［原つづり］
 
［荷風の表記］
 
［カナによる近似的発音表記］
中江兆民と仏学研究会々員らが作った『仏和
字 』（明治26・12刊）。〔法政大学附属図書館蔵〕
『仏蘭西語学捷径・全』（フランス語の文法
書）。〔明治37年（1904）刊〕。〔法政大学附
属図書館蔵〕
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S
eine 
セーン
4
河が
またはセイン
4
 
［
s
εn　
セーヌ
4
］
café 
カッ
4
フェー
 
［
kafe　
カフェ］
R
hône 
ローン
4
河
 
［
ro:n　
ローヌ
4
］
V
erlaine 
ベルレ
4
 
［
v
εrl εn　
ヴェルレーヌ
4
］
B
oulogne 
ブーロンユ
4
 
［
bulɔɲ
　
ブーローニュ
4
］
C
arnaval 
カルナワ
4
ルの祭
 
［
karnaval　
カルナヴァル
4
］
F
aubourg 
フォーブル
4
グ
 
［
fobu:r　
フォブール
4
］
S
alon d ’autom
ne 
サロンド トン
4
 
［
salɔ~ dɔtɔn　
サロン
 ドオトンヌ
4
］
L
uxem
bourg 
リュキサ ブルグ
4
 
［
lyksãbu:r　
リュクサ ブール
4
］
注・永井荷風著『
新編
ふらんす物語』 （大正
4・
11・
23）より。
L
am
artine 
ラマルチン
4
 
［
lam
artin　
ラマルチーヌ
4
］
T
hèrèse R
aquin 
テレース
4
　
ラカン
 
［
teirέ :z rak
ε~　
テレーズ
4
　
ラカン］
F
ortune 
フォルチュン
4
 
［
fɔrtyn　
フォルテュンヌ
4
］
L
e S
iècle 
ル
　
シエー4
クル
 
［
lə sj εkl　
ル
　
スイエ4
クル］
L
e V
entre de P
aris 
ル
　
ワ4
ントル
　
ド
　
パリ
 
［
lə vã:tr də pari　
ル
　
ヴァーントル4
　
ドゥ
　
パリ］
U
ne P
age d ’am
our 
ユン
　
パージ
4
　
ダムール
 
［
yn pa: ʒ dam
u:r　
ユヌ
　
パージュ
4
　
ダムール］
A
u B
onheur des D
am
es 
オー
　
ボンノ
4
ール
　
デ
　
ダーム
 
［
o bɔnoe:r de dam
　
オ
　
ボヌ4
ール
　
デ
　
ダム］
L
a Joie de V
ivre 
ラ
　
ジョワ
　
ド
　
ビ4ー
ブル
 
［
la ʒw
a də vi:vr　
ラ
　
ジョワ
　
ドゥ
　
ヴィ4
ーヴル］
L
a B
ête H
um
aine 
ラ
　
ベー
4
ト
　
ユーメン
 
［
la b
εt ym
εn　
ラ
　
ベット
　
ユメンヌ
4
］
L
e D
octeur P
ascal 
ル
　
ドクト
4
ル
　
パスカル
 
［
lə dɔktoe:r paskal ル
　
ドクトゥ
4
ール
　
パスカル］
L
es Q
uatre E
vangille 
レー
　
カー
4
トル
　
エバンヂー
4
ル
 
［
le katr evãʒil　
レ
　
カ4
トル
　
エヴァンジル
4
］
M
adeleine F
érat 
マド ン
4
　
フエラ
 
［
m
adlen fera　
マドレーヌ
4
　
フェラ］
L
a confession de C
laude 
ラ
　
コンフエツシ
4
ン
　
ド
　
クロード
 
［
la kɔ~f εsjɔ~ də klo:d　
ラ
　
コンフェスイヨン
4
　
ドゥ
　
クロード］
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L
e C
apitaine B
urle 
カピテーン
4
　
ビユール
 
［
lə kapit
εn byrlə　
ル
　
カピテーヌ
4
　
ビュール］
注・ 「エミールゾラと其の小説」 （ 『荷風全集
 第二巻』 、中央公論社、昭和
25・
2）より。
フランス字母の第五字
―
ｅは［
エｅ］ともいうが、ふつうは［
ウ
ｅ
］と発音する。荷風はこの［
ウ
ｅ
］の音を正しく発音していなかったようだ。
またフランス語の綴りなどもときどき誤って書くことがあった。
高橋邦
くに
太た
郎ろう
氏（一八九八〜一九八四、仏文学者、日仏交流史研究家、東京外語仏語部を経て東大仏文科卒。築地小劇場の文芸部員、サイゴンで
終戦を迎え ）がはじめて荷風に会ったのは、大正十三年（一九二四年）のころか。なんでも東大の仏文科の学生であり、築地小劇場の文芸部員であったころ、銀座のカフェ・タイガーの二階で紹介されたという。その後ずっと高
こう
誼ぎ
をたまわったという。ある夜“きゆうぺる”というカフェ
で、堀口大学、ノエル・ヌーエット、高橋、荷風ら四人が会っ ことがある。その夜の話題は、文学というより、風俗に関したものであった。筆者は高橋氏と何度かお会いする機会があったが 上野池の端の自宅にフランス人 来客があると、よくフランス語で会話していた。こ ときも荷風は、ヌーエットと二こと三こと を話したか しれない。高橋氏は荷風のフランス語について、こんなことをいっている。
―
先生の仏語は能弁ではなかったが、会話は巧
たく
みだった。 （中略）
先生の仏語については、世間でいろいろと説を為
な
すものがある。甚
はなはだ
しいのは、先生は余り出来ないという人さえある。名前は挙げないが、ある作家も
その一人である。そのせいか、先生は、始終、自分の詩に手を入れておられた。ヴェルレーヌの詩は、いくたびか改訳されている。この点、非常に敏感であられた。
ぼくたちからみると、かえって改訳の方がなじみがなくなり、つまらなくなってゆくように思われるので、それを申上げると、顔をふって、 「だって
はっきりわかっている誤訳はいやですからね」といわれた。この時の先生は至っ 真面目で実に良心的であった（高橋邦太郎「荷風先生と仏文学」 『三田文学
　　
永井荷風追悼号六月号』 、昭和
34・
6・
1） 。
荷風は自宅（偏奇館）でけっして客を迎えることはなかったが、家の近くの「山形屋ホテル
（
25）
」とか銀座でなら、人と気軽に会って談笑した。ま
た家には浴室がなかったので近所の銭湯に出かけた。森鷗外と上田敏の推薦で明治四十三年（一九一〇）四月から慶応義塾大学部文学科において、
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フランス文学史論を三田キャンパス内のヴィッカース・ホールで講じるようになると、週に一度フランス人が、ホールの応接間にかれの勉強の相手をするために来ていた。一つには、フランス語を忘れないために会話の相手をしてもらうため。二つには講義の下調べのとき、疑義が生じたとき、その質疑に答えてもらうためであった。
＊
一
　
荷風のモーパッサン作の訳業について。
荷風がはじめてモーパッサン作「水の上」 （
Sur l eau, 1888 ）を解説をつけて『早稲田文学』 （第三八号）に「モーパッサンの旅日記」の表題の
もとに掲げたのは、帰国した翌年の明治四十二年（一九〇九）一月のことであった。つ で「ロンドリ姉妹」 （
L
es Soeurs R
ondoli, 1885 ）の部分
訳をまず「紅茶の後」 ［其四］ （ 『三田文学』所収、明治
43・
12）の中に添えたが、のちに「夏の町」として中編小説「すみだ川」に収録され、 『新
小説』に発表したのは、同年十二月のことであった。ついで「夜」 （モー ッサ の旅行記の一節） （
L
a vie errante 中の“
L
a nuit ”, 1890 ）が、 『早
稲田文学 （第五六号）に ったのは、明治四十三年（一九一〇）七月「水の上」と「夜」の二篇は、いずれも抄訳であるが、多少修正を加えたうえ、 『
珊さん
瑚ご
集しゅう
』 （
籾もみやま
山
書店、大正二年［一九一三］四月刊）に収録さ
れた。
荷風は、これらの二作をどのように訳したのか、その冒頭の部分を原文といっしょに並べて吟味してみよう。その前にこれら二篇 物語の梗慨をのべておこう。 「水の上」 （一八八八年刊）は、人生に倦
う
みつかれた主人公が「ベラミ号」といったヨットに
乗って地中海南岸を約一週間周遊する話である。その小帆船はニースを出帆すると、アンティーブ フラン 南東部、カンヌの北東九キロの港町）
―
カンヌ
─
サン・ラファエル
―
サン・トロペ
―
などに寄ったのち、再びアンティーブにもどり、ついでモナコに赴く。この遊
ゆう
弋よく
記を
書いたころのモーパッサンは、異常な心理状態にあり、現実描写と夢想が吐露されてい
荷風訳は、原作の途中から始まり、途中でおわっている。完 で なく 抄訳というか縮訳である。まず原文を引く……
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A
gay, 8 avril.
—
B
eau tem
ps, m
onsieur.
Je m
e lève et m
onte sur le pont. Il est trois heures du m
atin ; la m
er est plate, le ciel infini ressem
ble à une im
m
ense voûte d om
bre ensem
encée de 
graines de feu. U
ne brise très légère souffle de terre.
L
e café est chaud, nous le buvons, et sans perdre une m
inute pour profiter de ce vent favorable, nous partons.
N
ous voilà glissant sur l onde, vers la pleine m
er. L
a côte disparaît ; on ne voit plus rien autour de nous que du noir. C
est là une sensation, une ém
otion 
troublante et délicieuse : s enfoncer dans cette nuit vide, dans ce silence, sur cette eau, loin de tout. Il sem
ble qu on quitte le m
onde, qu on ne doit plus 
jam
ais arriver nulle part, qu il n y aura plus de rivage, qu il n y aura pas de jour. A
 m
es pieds une petite lanterne éclaire le com
pas qui m
indique la route, Il 
faut courir au m
oins trois m
illes au large pour doubler sûrem
ent le cap R
oux et le D
ram
m
ont, quel que soit le vent qui donnera, lorsque le soleil sera levé. 
J ai fait allum
er les fanaux de position, rouge bâbord et vert tribord, pour éviter tout accident, et je jouis avec ivresse de cette fuite m
uette, continue et 
tranquille.
これを荷風は、つぎのように訳している。
水の上　　　
アゲー
　
四月八日
「晴れたり。モツシュー。 」吾は起き出でゝ甲板に昇れり。午前三時。限りなき空は、灯火点々たる、濶
ひろ
き円天井の影にも似たり。微風陸地より来る。
珈琲のあつ を啜
すす
りて、吾等は順風の一瞬時だも仇にせじとて出発す。
波の上を滑り行 て、忽
たちま
ち大海の面に出れば、沿岸は隠れて、暗夜の中、一物の眼に映するなし万物より遠
とほざ
かつて、水の上、寂
じゃくじゃく
々の境、空々たる夜の
中に進み行く、爽快と不安の感覚、感激の妙正
まさ
に此の時にあり。身は人の世に遠かりて而
しか
も何
いづ
処こ
の岸辺にも達する事なく、夜も亦決して明くる事なきが
如く感ぜずや。吾が足元なる小さき灯
ひ
は、進路を示すコンパスを照す。日出る時何
いづ
方かた
にも吹く風あらば、ドラモンとルーの崎を廻りて、岸に添ひ少くも
三海里を走らざる可からず。不測の災禍なからん為め、左舷には赤く右舷には緑色したる灯を点じて吾は恍惚として響なく、絶え間なき静安の逸走を喜
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ぶ。
大たい
過か
のない訳といえよう。が、ところどころ難点があることは否めない。文頭の
 B
eau tem
ps は「すばらしい天気」の意である。が、荷風は
「晴れたり」と訳している。つぎに男性に対する敬称としての
 m ムスイユonsieur （だんな）は、荷風の発音だとすこしおかしいが、そのまま音訳し「モツ
シュー」となっている。原文の三行目にある
 la m
er est plate （海はおだやか）は、訳されていない。欠落している。
une im
m
ense voûte d ’om
bre
（闇の広大な丸天井）は、 「濶
ひろ
き円天井の影」と訳されている。
sans perdre une m
inute （一分間もむだにしない）は、荷風訳だと「一瞬時だも
仇あだ
にせじとて」となっているが、 「
仇あだ
」は「
徒あだ
」 （むだの意）と
いう文字を当てるべきか。
Il faut courir au m
oins trois m
illes au large pour doubler sûrem
ent le cap R
oux et le D
ram
m
ont は、 （ルウとドラモンの
岬を安全に回るには、沖合を少 くとも三マイル走らねばならない）の意である。荷風訳には原文に該当するものがない、 「陸に添ひ」の字句が加えてある。「夜」 （
la nuit ）も縮訳である。同作品を収録している「放浪生活」 （
L
a vie errant, 1890 ）も紀行文である。作者はカンヌを船出したのち、イタ
リアのジェノバ
―
フィレンツェ
―
パレルモ（シシリー島）
―
カタネオ
―
アルジェリア（アフリカ）
―
チュニス
―
スース（チュニジア
中東部の港町）などを、約半年間旅をした。そのときの印象を記したもので、一種の文明批評である。原文の冒頭の一節をひいて、荷風の訳しぶりを見てみよう。
L
A
 N
U
IT
S
O
R
T
IS
 du port de C
annes à trois heures du m
atin, nous avons pu recueillir encore un reste des faibles brises que les golfes exhalent vers la m
er 
pendant la nuit. P
uis un léger souffle du large est venu, poussant le yacht couvert de toile vers la côte italienne.
C
’est un bateau de vingt tonneaux tout blanc avec un im
perceptible fil doré qui le contourne com
m
e une m
ince cordelière sur un flanc de cygne. S
es 
voiles en toile fine et neuve, sous le soleil d ’août qui jette des flam
m
es sur l ’eau, ont l ’air d ’ailes de soie argentée déployées dans le firm
am
ent bleu. S
es 
trois focs s ’envolent en avant, triangles légers qu ’arrondit l ’haleine du vent, et la grande m
isaine est m
olle, sous la flèche aiguë qui dresse, à dix-huit 
m
ètres au-dessus du pont, sa pointe éclatante par le ciel. T
out à l ’arrière, la dernière voile, l ’artim
on, sem
ble dorm
ir.
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E
t tout le m
onde bientôt som
m
eille sur le pont. C
’est un après-m
idi d ’été, sur la M
éditerranée. L
a dernière brise est tom
bée. L
e soleil féroce em
plit le 
ciel et fait de la m
er une plaque m
olle et bleuâtre, sans m
ouvem
ent et sans frissons, endorm
ie aussi, sous un m
iroitant duvet de brum
e qui sem
ble la sueur 
de l ’eau.
M
algré les tentes que j ’ai fait établir pour m
e m
ettre à l ’abri, la chaleur est telle sous la toile que je descends au salon m
e jeter sur un divan.
　　　
夜
　　
（モオパッサンが旅行記の一節）
　　 　　　　　　　
永井荷風
暁の三時にカンの港を出で、夜陰に入江より沖の方に流るゝ微風の猶
なお
止まざるに乗じたりしが、やがて力
ちから
なき陸風のみ吹来りて、帆を載ける小舟をば
伊太利亜の岸辺の方に追ひやりぬ。
二十噸ほど 帆
ほ
舟ぶね
は真白くして、眼に見えざるばかりの一条の金線は白鳥の横腹に綱
つな
をつけたるが如く船体をめぐりたれば、新しく柔き帆布は水に照
る八月の日
ひ
光かり
に、宛
さなが
ら青空に銀色の絹の翼打広げた に異ならず。風を孕
はら
める軽き三角形の嘴
し
帆はん
三枚は前方に飛
ひ
翹ぎょう
し、甲板の上には十八米
メートル
突も、鋭き矢
の如くに其 頂きを空中に閃かしたる檣
ほばしら
の下に、大なる帆は柔くふくらみたれど、後には舳
とも
の帆の眠りて居たり。
暫くにして一同は居眠りぬ。地中海の面に夏の昼過ぎ来りて、名残の微風は止
や
み、暴悪の太陽は空に漲り、海の汗かと見えて閃
ひら
めく霧狭の中に、海水
をして青く軟 沈みて眠れる鉛 板の如くならしむ。日
ひ
避よ
けにとて作りたる天幕の陰ながら、炎暑はわれをして船房に下りて臥
が
床しょう
の上に横はらしむるほ
どなりき。
翻訳の常道として、頭から読み下さず、荷風はうしろからひっくり返って訳している。しかも訳文をみじかく断ち切ることなく、一
ひと
思おも
いに訳し
ている。そのためすぐイメージをつくることはむずかしい。冒頭に「カンの港を出で……」とあるが、カンとはどこか読者にはわかりにくい。やはりカンヌとすべきであろう。
un léger souffle du large est venu （沖からそよ風が吹いてきて）は、荷風訳だと「力なき陸風のみ吹来りて」とな
っている。
large は名詞であり、 「沖」の意である。荷風がいう“陸風”とは、陸地から海へむかって吹く風のことである。
la grande m
isaine est 
m
olle は、 「大きな前
（フォースル）
部マストはたるんでいる」の意であろうが、 「大いなる帆は柔くふくらみたれど……」と訳している。
et fait de la m
er une plaque m
olle et bleuâtre （そして海をやわらかな、青みがかった平面にしている）は、荷風訳では「海水をして青く軽く沈
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みて眠れる鉛の板の如くならしむ」となっていて、原意をゆがめかつ潤色している。
＊
「紅茶の後」 ［其四］ （ 『三田文学』 、明治
43・
12）に発表になった「ロンドリ姉妹」の部分訳は、つぎのようになっている。
原文と訳文を併置してみよう。
C
hanger de place m
e paraît une action inutile et fatigante. L
es nuits en chem
ins de fer, le som
m
eil secoué des w
agons avec des douleurs dans la tête et 
des courbatures dans les m
em
bres, les réveils éreintés dans cette boîte roulante, cette sensation de crasse sur la peau, ces saletés volantes qui vous 
poudrent les yeux et le poil, ce parfum
 de charbon dont on se nourrit, ces dîners exécrables dans le courant d ’air des buffets sont, à m
on avis, de 
détestables com
m
encem
ents pour une partie de plaisir.
A
près cette introduction du R
apide, nous avons les tristesses de l ’hôtel, du grand hôtel plein de m
onde et si vide, la cham
bre inconnue, navrante, le lit 
suspect. 
―
 Je tiens à m
on lit plus qu ’à tout. Il est le sanctuaire de la vie. O
n lui livre nue sa chair fatiguée pour qu ’il la ranim
e et la repose dans la 
blancheur des draps et dans la chaleur des duvets.
C
’est là que nous trouvons les plus douces heures de l ’existence, les heures d ’am
our et de som
m
eil. L
e lit est sacré. Il doit être respecté, vénéré par 
nous, et aim
é com
m
e ce que nous avons de m
eilleur et de plus doux sur la terre.
『……転地といふ事は無益な仕事としか思はれない。汽車で明す夜、車にゆられて身体や頭の痛くなる睡眠、さては動いて行く箱の外で腰の痛さに目が覚める。皮膚が垢だらけになつたような気がする。いろ〳〵な塵
ごみ
が髪や眼の中へ飛込む。スウ〳〵風の這
はい
入つて来る食堂車でまづい食事をする。其等
は私に云はせると旅行と称する娯楽の嫌悪すべき序
じょ
開びらき
である。
先まず
この急行列車の序開があつた後
あと
には旅
ホテル
館の淋しさ、人が一ぱい居ながら如
い
何か
にもがらんとした広い旅
ホテル
館、見も知らぬ気味悪い部屋、怪
あやしげ
気な寝床の淋
しさが続いて来る。私には何 さて置き自分 寝床ほど大切なものはない。寝床は人生の神聖なる殿堂であつて、人は生活を赤裸々にして羽
は
毛ね
蒲ぶ
団とん
の暖
さと敷布の真白き 中に疲れたる肉を活気付け、又安息させる。
戀愛と睡眠の時間、吾々が生存の最も楽しい時間を知るのは寝床である。寝床は神聖だ。地上の最も楽しく最も好いものとして敬ひ尊び愛さねばなら
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ぬものだ。
『ロンドリ姉妹』という作品は、男女の戯れの恋をテーマとしている。イタリア旅行に出た男二人が、車中でフランチャスカというイタリア女性と知り合い、三週間ジェノバで同棲する。男のうち一人が、翌年女を訪ねてみると、彼女は結婚していた。が、母親からカルロッタという妹を紹介される。二人は急きょ恋人同志となり、半月の間ねんごろな関係をつづける。おかげで前の女（姉）には未練を感ぜずにすんだ、という話。les réveils éreintés dans cette boîte roulante （この移動式の箱の中で目が覚めたときは、へとへとになっている）の部分は、荷風訳だと「さて
は動いて行く箱の外で腰の痛さに目が覚める」 っている。
ce 
arfum
 de charbon dont on se nourrit （いやというほどかがされる
煤ばい
煙えん
のにほ
い）の箇所は、荷風訳に見あたらず、欠落している。
rapid は「急行」ではなく「特急」の意か。
＊
荷風は帰国後、ときどきフランス近代詩の翻訳紹介に手を染め、諸雑誌に発表し、ついでそれらをまとめて『珊瑚集』 （籾山書店、大正
2・
4）と題して上梓した。本書はかれの翻訳詩文集、評論集である。同書には、ボードレール、ランボー、ヴェルレーヌ、ゴーティエ、レニエ、サマンその他詩篇が、あ
わせて三十八篇収録されている。それらの詩は、いずれも自分の好みにかなったものばかりであり、辞書の助けを借りながら愛読玩昧したすえ、日本語に移したものである。
ヴェルレーヌは七篇訳されている。またアンリ・ドゥ・レニエを十篇訳しており、荷風の好
こう
尚しよう
（このみ）がしのばれる。いまヴェルレーヌの詩
を一篇抜いて、かれの訳しぶりを見てみよう。
まず「感傷的な対話」 （
C
olloque Sentim
ental ）を取りあげてみよう。これは
二ル・ディスティック
行詩
（一つの詩節が二詩句によって形成されたもの。脚韻は平
韻）である。
C
O
L
L
O
Q
U
E
 S
E
N
T
IM
E
N
T
A
L
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D
ans le vieux parc solitaire et glacé,
D
eux form
es ont tout à l ’heure passé.
L
eurs yeux sont m
orts et leurs lèvres sont m
olles,
E
t l ’on entend à peine leurs paroles.
D
ans le vieux parc solitaire et glacé,
D
eux spectres ont évoqué le passé.
―
 T
e souvient-il de notre extase ancienne ?
―
 P
ourquoi voulez-vous donc qu ’il m
’en souvienne ?
―
 T
on coeur bat-il toujours à m
on seul nom
 ?
T
oujours vois-tu m
on âm
e en rêve ? ―
 N
on.
―
 A
h ! les beaux jours de honheur indicible
O
ù nous joignions nos bouches ! ―
 C
’est possible.
―
 Q
u ’il était bleu, le ciel, et grand, L
’espoir !
―
 L
’espoir a fui, vaincu, vers le ciel noir.
T
els ils m
archaient dans les avoines folles,
E
t la nuit seule entendit leurs paroles.
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道
　　
行
　
おなじく
寒さむ
いさむしい古
ふるには
庭に
今いま
し通
とほ
つた二
ふた
つのかたち。
眼まなこ
おとろへ唇
くちびる
ゆるみ
ささやく話
はなし
もとぎれとぎれ。
寒さむ
いさむしい古
ふるには
庭に
昔むかし
をしのぶ二
ふた
人り
のかげ。
―
お前
まへ
は楽
たの
しい昔
むかし
の事
こと
を覚
おぼ
えてゐるか。
―
なぜ覚
おぼ
えてゐろと仰
おつしや
有るのです。
―
お前
まへ
の胸
むね
は私
わたし
の名
な
をよぶ時
とき
いつも顫
ふる
へて、
お前
まへ
の心
こゝろ
はいつも私
わたし
を夢
ゆめ
に見
み
るか。
―
いいえ。
―
ああ私
わたし
等ら
二ふた
人り
唇くち
と唇
くち
とを合
あ
はした昔
むかし
　
危あやふ
い幸
かう
福ふく
の美
うつく
しい其
そ
の日
ひ
。―
さうで ねえ。
―
昔むかし
の空
そら
は青
あお
かつた。昔
むかし
の望
のぞ
みは大
おほ
きかつた。
―
けれども其
そ
の望
のぞ
みは敗
やぶ
れて暗
くら
い空
そら
にと消
き
えました。
“二人の影”の図。
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烏からす
麦むぎ
繁しげ
つた間
なか
の立
た
ちばなし、
夜よる
より外
ほか
に聞
き
くものはなし。
第一連の中にみられる
 S
olitaire （人けのない）は、訳文では削られている。
l ’on entend à peine leur paroles は、 「二人の話し声がよく聞えな
い」の意であるが、荷風はこの箇所を「ささやく話もとぎれとぎれ」と訳している。ふつう日本語で「話がとぎれとぎれ」というと、話に切れ目ができることを意味する。第三連 中の
 D
eux spectres ont évoqué le passé は「二つの亡霊は過去を思い起した」の意である。荷風はこの文章を
「昔をしのぶ二人のかげ」と訳している。漢語で“影
かげ
”といえば、 「まぼろし」や「幻影」を意味する。
les beaux jours de bonheur indicible は、 「ことばで言い表しようもない至福の時代」ほどの意味であろうが、荷風は「
危あぶな
い
幸こう
福ふく
の美しいその
日」と訳している。この一文は文意 通らない。そして
 C
’est possible は、 「忘れてしまいました（そうかも知れない） 」の意であるが、 「そうで
したねえ」と訳されている。
T
els ils m
archaient dans le avoine folles は、 「そういったかれらはカラス麦の中に足を踏み入れた」の意であろうが、
「烏
からす
麦むぎ
繁しげ
つた間の立ちばなし」と訳している。
この詩篇の舞台は、古い公園である。季節は冬である。公園には人けがなく、凍てつくように寒い。恋を失った二人の幽霊がつ さっき通りすぎて行った。この二人は、かっては人間の男女であったが、いまは幽界に住んでいる。かれらは想い
出に満ちた、かっての逢
おう
瀬せ
（あいびき）をたのしんだ公園で再会し、よろこびにうっとりとした昔を想い出し、ことばをとりかわす。現世に立ち
帰った二つの魂が、返 ぬ過去を追憶するというのがこの詩のテーマであろう。
口語で訳された荷風の訳詩を味読すると、あたかもそれが愛し合う男女の恋の末路
―
こしかたの恋への尽せぬ追憶のような印象を受けるのは、
ひとり筆者だけであろうか。し 、原作者ヴェルレーヌが意図した原画はいか るも であったのか。おそらくか は幽界に住むかって恋人であった二つの魂がおりなす恋の迷い、恋 哀楽、恋への執着を神秘的に描こうとしたものであろう。 あいびき（道ゆき） 、文切型的な文学表現で り、ローマン主義派の詩人らははげしい恋の想い出を不滅化す きらいがあった ヴェルレーヌはこ 詩の中で、一切が死滅することを読者に教えている。現世においては、いつまでも存続するものは何もな のである。恋も命もいくつかは消滅するのである」 （ドゥマルヌ氏談） 。
いずれにせよ、荷風は原詩の世界をじゅうぶんに理解してはいなかっ 。かれは感覚本位に原作を解釈し わが身の恋愛 思い出を訳筆をとり
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ながら再構築しようとした。結果的には原作の世界をゆがめることになったが、皮肉にも原作より訳詩のほうが遙か 滋
じ
味み
に富んだものになった。訳詩
がもつ独特の一抹の哀感は、切切とふかくわれわれ読者の胸に迫ってくる。諧調のひびきも心地よい。余韻が残るよ な、甘く切ない訳詩である。……
訳詩は必ずしも言語的に正確に訳されたものではないが、表現が簡潔で力
がこもっている。荷風の運筆の才、美の認識力、国語力には目をみはるものがある。かれが敬愛する森鷗外や上田敏にならって西洋の詩を日本語に移植しようとしたのは、この両人のように西詩 余
よ
香こう
（かおり）をわが国の文学
界に移入紹介 ようとするためではなかった。そうで なくて、西 訳す
ことによって、己れの感情や文辞をみがくにあった（ 「訳詩について」 ） 。
＊
荷風のフランス語の力をみる材料がもう一つある。モーパッサンの大小の作品は、ほとんど日本語に移されたが、邦人の手になるかれの伝記と
なると、ないにひとしかった。が、版元である実業之日本社の依頼により、かれは伝記の執筆を引きうけた。しかし、ひとりでやるには仕事の荷は重すぎたものか、後藤末
すえ
雄お
（一八八六〜一九六七、小説家、フランス文学者）と分担して執筆した。そして成ったのが
―
『
モオパツサン
　　
　　　　
永井荷風
　
後藤末雄
』（実業之日本社、大正
4・
6）
である。同書（全三三七頁）は四篇構成となっている。
荷風が「道行」を記すとき用いたのと同じ版本。
［東京大学文学部図書館蔵］
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第一篇　
少年時代と青年時代
第二篇　
創作の準備時代

永井荷風述作一〜一二七頁。
第三篇　
作品
第四篇　
病癒と死

後藤末雄の述作一二八〜三三七頁
何の変哲もない装丁の同書は、こんにち稀
き
覯こう
本にちかい。内容はモーパッサンの人と作品を紹介したにすぎず、日本人としての独自の見解を見
ることができぬものである（吉田精一『永井荷風』 、塙書房、昭和
28・
11、一三四頁） 。
荷風がモーパッサンの評伝を書くさいに依拠した種本を明らかにすることができる。それはモーパッサンの伝記としてかなり流布した、つぎの
モーパッサンの伝記の表紙。〔筆者蔵〕
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書である。
É
douard M
aynial : L
a V
ie et l O
E
uvre de G
uy de M
aupassant, S
ociété du M
ercure de 
F
rance, P
aris, 1904
エドワール・メイニアル著『ギィ・ドゥ・モーパッサンの生涯と作品』メルキュー
ル・ドゥ・フランス社、一九〇四年刊
荷風は「章」の立て方から話の中味まで、メイニアルの著書に依っている。原文と荷風の述作を並置し、検討してみると、かれの敷き写し
4
のよ
うすがよくわかる。
P
R
E
M
IÉ
R
E
  P
A
R
T
IE
1850-1870
A
N
N
É
E
S
  D
'E
N
F
A
N
C
E
 E
T
  D
E
  JE
U
N
E
S
S
E
I
H
enri-R
ené-A
lbert-G
uy de M
aupassant naquit le 5 août 1850, au château de M
irom
esnil, com
m
une de T
ourville-sur-A
rques, la S
eine-Inférieure, à 8 
kilom
ètres de D
ieppe ( I). L
a date et le lieu de sa naissance ont donné lieu à plusieurs erreurs ou confusions dans certains dictionnaires de biographie. P
eut-
être ces erreurs proviennent-elles de l ’acte de décès de M
aupassant, tel qu ’il figure à la m
airie du xv
I
e arrondissem
ent, à P
aris, et qui est ainsi rédigé:
L
’an m
il-huit-cent-quatre-vingt-treize, le sept juillet, à neuf heures du m
atin. A
cte de décès de H
enri-R
ené-A
lbert-G
uy de M
aupassant, âgé de qua-
rante-trois ans, hom
m
e de lettres, né à Sotteville près Y
vetot (S
eine-Inférieure)... etc.
L
e château de M
irom
esnil n ’appartenait pas à la fam
ille de M
aupassant. qui l ’avait pris en location. C
’était « un de ces châteaux battus des brises du 
large, dont le vent d ’équinoxe em
porte au loin les tuiles, pêle-m
êle avec les feuilles des hêtraies (2). » A
près ses couches, M
m
e de M
aupassant revint s ’ins-
『モーパッサン』（実業之日本社）を執
筆するとき利用した版本。〔筆者蔵〕
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taller à E
tretat, et c ’est dans ce village que G
uy passa ses prem
ières années.
L
e père de G
uy, M
. G
ustave de M
aupassant, appartenait à une ancienne fam
ille lorraine, qui fut anoblie par l ’em
pereur F
rançois, époux de M
arie-
T
hérèse.
　　
第
　
一
　
篇
　　
少年時代と青年時代
 
　　
―
千八百五十年より千八百六十年まで
―
　　
一
アンリー・ルネ・ギー・ド・モオパッサンは千八百五十年、八月十五日に
ミロメニルの館
シヤトウ
邸で生れた。このミロメニルといふのはセーヌ河の下流に位
するトールヴィル・シュール・アルクに在る町で、ヂエーブから八キロメートルほど離れてゐた。出生の年月と場所とが、人名字書に錯誤を來したことが多かった。この誤は巴里の第十六区々役 にある死亡証 から出たものらしい。死亡証書には斯うかいてあった。
「千八百九十三年、七月七日、午前九時死亡、アンリー・ルネ・アルベール・ギー・モオパッサン。四十三歳、文士、セーヌ下流、イヴトオ附近、ソツトヴイルに生る。 」
ミロメニルの館
シヤトウ
邸はモオパッサン家のものではなかった。借りてゐたので
あった。その館邸は彼岸の風に吹かれ と、楓
かえで
の葉と一緒に瓦を飛ばされる
こともあった。
さてモオパッサンの母は、彼を生んでから、エトルターといふ村に帰って
きた。此の村でモオパッサンは少年時代を過したのであった。
モオパッサンの父親は、ギユスターヴといって、ローレンの古い家族に属
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してゐたが、マリイ・テレーズ皇后の夫君であったフランソワ皇帝のおかげで貴族に列することが出来た。さうして侯爵にまで上ったのであった。
メイニアルが記すところの文章と、荷風の文章をつきくらべてみると、両者の文章はほぼ一字一句おなじであることがわかる。荷風は種本の原
文をよく理解しているが、多少意味を取りちがえている所もある。モーパッサンの生年月日は、一八五〇年八月五
4
日と原文にあるが、どういうわ
けか八月十五
4
日としている。 「ローレン」 （地名）は、 「ロレーヌ」と表記すべきであるし、 「そうして侯爵まで上ったのであった」は、荷風の作文
であり、かつ誤記である。
les feuilles des hêtraies は、 「ブナの葉」の意であるが、荷風は「楓
かえで
の葉」としている。ぶなとかえでは別物である。
メイニアルのモーパッサン伝の第一部の（五）のさいごの一節は、つぎのようになっている。荷風はこれをつぎのように転写した。
L
a paix rétablie, M
aupassant partit pour P
aris, et ici com
m
ence une nouvlle période dans l ’histoire de sa vie. L
es années d ’enfance, l ’éducation m
ater-
nelle, le contact journalier avec la nature norm
ande, tous les rêves de jeunesse, les projets littéraires, les am
bitions secrètes sem
bleront s ’éloigner pour 
quelque tem
ps, et céder la place à des habitudes et à des préoccupations différentes. L
e changem
ent est surtout apparent, et nous aurons à m
ontrer 
com
m
ent la vie parisienne ne fit guère qu ’affiner un tem
péram
ent déjà tout form
é et prêt à s ’affirm
er en une œ
uvre personnelle.
普仏戦争が済むとモオパッサンは巴里へむけて出発した。此
こ
処で彼の経歴中の新しい時期が始まつたのであった。少年時代、母親の教育、自然との接
触、青春の空想、文学上の計画、秘密の野心などは暫らく消え去って、様々の習慣や心労に代つてしまった。殊に変化が著しかつ 。さうして巴里生活が如
い
何か
ほど彼の気質を変じたか、その経路を知るのは面白い事であらう。
原文と対照してわかったことだが、荷風のフランス語はけっしていい加減なものではなく、一定ていどの学力はあったように思える。われわれ
は翻訳や述作において、ときにすこしごまかしたりする。が、荷風も誤訳、粗
そ
漏ろう
（手ぬかり） 、誤解、省略などを避けえなかった。
208（71）
荷風とモーパッサン
＊
荷風はモーパッサンの作品を味読することによって何を利用し、何を同化していったのか。荷風は原書をよまないかぎり、真にその小説を味うことができない といった考えから、原書主義に徹した。かれはモーパッサンの著作をよむ
ことによって、その精神はどのような感興を受けたのか。かれがモーパッサンの作品の中に見いだした逸
いっ
興きょう
（格別のおもしろ味）とは何であった
のか。
モーパッサンの作品は、時代と国境をこえ、よりによって日本へ渡り、それに心酔傾倒する一作家によって愛読されたばかりか、その中味のあ
る物は秘かに形を変えて利用された。モーパッサンが荷風にあたえた感化はじつに甚大であった。国際間の文学的関係の歴史
―
一作品の他国に
おけ 波動、普及、模倣、成功のあとをたどる研究分野を、こんにち比較文学と呼ばれている。
荷風に及ぼせるモーパッサンの影響について、これまで諸家が言及した研究の大略をしめすと、左記のようになる。
（一九五三）昭和
28・
11……「羊
よう
羹かん
」 「腕時計」 （二十一年十一月） 「或夜」 「靴」 「噂
うわさ
ばなし」 （同十月） 「畦
あぜ
道みち
」 （同十二月）等の短篇には、モオパッサンのかげが濃
いやうに思う（吉田精一『永井荷風』塙書房、昭和
28・
11、二三六頁） 。
（一九五四）昭和
29・
6……小品 「
葡ぶ
萄どう
棚」 （ 「断腸亭雑藁」 所収） は、 モーパッサンの短篇
 “T
om
bales ” （ 『メゾンテリエ』 所載） を意識したもの。 「醉美人」 （
一九〇五年春
　　
カラマズーで執筆
）
に於てモーパッサンの最初の翻案がなされた。これは
 A アルーマlloum
a の翻案であることは間違いないという。
以下、モーパッサンの感化がある作品は、つぎのようなものである。 「長髪」 （この小説にモオパッサンの感化がある
―
佐藤春夫の
指摘） 、 「雪のやどり」 「林間」 「夜の女」 （これはアメリカ版「メゾンテリエ」
―
河盛好蔵の指摘） 、 「寝覚め」 「一月一日」 「悪友」 「祭
の夜がたり」 「霧の夜（原題「除夜」 ） （伊狩章「 とモーパッサン
―
その比較文学的考察」 『国語と国文学』所収、昭和
29・
6） 。
（一九五七）昭和
32・
12……『あめりか物語』 『ふらんす物語』を通じ、モーパッサンの影響と見られるもの十篇、そのうち翻案は「酔美人」 「悪友」 「祭の夜がた
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り」の三篇、モーパッサンを粉本としたのは「夜半の酒場」 「雪のやどり」 「夜の女」の三篇、その構成や題材を借りたのは「春と秋」「林間」 「寝覚め」 「一月一日」の四篇となる（伊狩章『後期硯友社文学の研究』矢島書房、昭和
32・
12、二五七頁） 。
（一九七〇）昭和
45・
10……「除夜」がモーパッサンの同巧異曲の作である『ロンドリ姉妹』を想わせるほかに……（後略） 。
黒人娘を同僚の兵士にゆずる話の「林間」には、
 “L
e rem
plaçant ” が娼婦を描いた「夜半の酒場」や、 「夜の女」には、同じような話
の『メエゾン・テリエ』が、母を虐待する父を憎む「一月一日」にも同じ構想の
 “G
arçon, un bock! ” が、兄の旧友で放埒の末女衒とな
った「悪友」には、妻や妹に娼婦をいとなませる
 “L
am
i patience ” がというふうに、かなり材源のはっきり求められるものがあり、性
的倒錯をあつかった「長髪」 、田舎娘が娼婦に転落する「雪のやどり」 、随落した女事務員をくどきそこねる「寝覚め」などにも、モーパッサン的な退廃と技法とがうかがわれるよう（成瀬正勝「永井荷風集解説 『永井荷風集』第
29巻所収、角川書店、昭和
45・
10、二
五頁） 。
（一九七六）昭和
51・
4……「牧場の道」と
 “F
ou ” （ 「狂人」 ） 、 「酔美人」と
 “L
es Soeurs R
ondoli ” （ 「ロンドリ姉妹」 ） 、 「長髪」と
 “L
a M
oustache ” （ 「口髭」 ） 、 「夜の
女」と
 “L
a M
aison T
ellier ” （ 「メゾン・テリエ」 ）に類似点がみられるという（赤瀬雅子「
 四
　『アメリカ物語』とモーパッサン」 『永
井荷風とフランス文学』所収、荒竹出版株式会社 昭和
51・
4） 。
＊
一
　
荷風に及ぼせるモーパッサンの影響
　　
─小品「葡萄棚」と
 L
es T
om
bales （ 「墓場の女」 ）との関係。
荷風の「
葡ぶ
萄どう
棚たな
」 （ブドウのつるをはわせるための棚）という小品は、浅草公園に出没し、客をひろっている私娼との体験談である。主人公は
その女にそでを引かれ、谷中あたりにある怪しい寺に行き同
どう
衾きん
したという話である。
物語は回想のかたちをとっている。主人公が二
はたち
十ほどになった秋の一日
―
浅草伝法院の裏手にある小路を歩いていたら、十四、五歳の銘
めい
酒しゅ
屋や
の娘にそでを引かれた。かれはその娘といっしょに気の抜けたビールを一杯のんだ。 （注・銘酒屋というのは、銘酒を飲ませるという看板をあげ
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て、ひそかに売淫をさせた遊女屋のことで、明治から大正にかけて見られた） 。
やがてその娘に誘われ魔窟に行く話がまとまる。娘は先に立って歩いていった。主人公は女のあとをついて行くと、やがて町
まち
家や
の間にある小さ
な寺に至った。 れまで娘は、たえず身のまわりに気をくばっていたが、門の中に入ると、安心したのか、主人公に身をすり寄せ、その手をとると、庫
く
裡り
（寺の台所）の裏手に導いた。すでにあたりは暗かったが、そこにブドウ棚がみられた。
娘は寺の奥のはなれ座敷のような所に主人公を案内すると、破れた押し入れから夜具を取りだし、それを煤
すす
けた畳のうえに敷いた。主人公は、
どのようなわけか知らぬが なぜ寺が浅ましき女の隠家になっているのか知りたいと思った。しかし、事をすませると、早々に立ちのくことにした。帰りぎわに本堂のほうで木
もく
魚ぎょ
をたたく音がしたが、その音色はものういものであった。
この小品は、帰朝後約十年たった大正七年（一九一八）八月の作である。この小品には「あと書き」が付いていて、それには
われその頃
ころ
より友人に教
おし
へられて
　
かのモオパッサンが短篇小説読
よ
み始
はじ
むるほどに、曇
くも
りし日の葡
ぶ
萄どう
棚だな
のさま、何
なに
となく彼
か
の文豪が好んでものする巴
パ
里リー
の
好
アバンチュール
事
の中
うち
にもあり気
げ
なる心
ここ
地ち
せられて遂
つい
に忘れぬ事の一つとはなりけり。
この文章は、モーパッサン 短篇「墓場の女」 （
L
es T
om
bales ）を意識したものという（伊狩章「永井荷風とモーパッサン
―
その比較文学的
考察」 ） 。モーパッサンの「墓場の女」は、パリのモンマルトルの墓地 現われる私娼を描いたもの ある。荷風はこの作品について、
巴パ
里リ
の浮
うき
世よ
の計
はか
り難
がた
きは、墓地に偽
いつわ
り泣
な
きて物
もの
に打
うた
れ易
やす
き感情家を誘
さそ
ひし女
おんな
もありしと云
い
ふ、モーパツサンが小篇を思
おも
はしめたり（ 「墓詣」 ） 。
と記している。ところで、 「墓場の女」とは、どのような作品なのか、いまその梗概をのべるとつぎのようになる。
裕福な中年の男が五人いる。そ うちの三人は、既婚者。二人 独身である。かれらは月にいちど集まると、食事をしながら よもやまの話を
して時をすごす。食事がすんだあとも、深夜まで話がおよぶこともたびたびある。
ジョゼフ・ド・パルドンという名の、四十そこそこの独身男（貴族か） 雑談の名人であ 。秋色の濃い 月中旬のある日のこ 、かれの
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散歩の足は、モンマルトルの墓地へとむかった。墓地に行くと、心がやすまり、しんみりとした気分になるからである。もうひとつかれが墓地を好む理由があった。かっての恋人がそこに眠っていたからである。いとしい恋人の墓に詣でて立ち去ろうとしたとき、隣りの墓に喪服を着た金髪美人がひざまずき、すすり鳴いているのに気づいた。
その女は男に見られていることに気づくと、恥しそうに両手で顔をかくした。が、すすり泣きはいよいよけいれん的になり、頭はだんだん墓石
のほうに傾いていった。そのうちに意識を失い、うごかなくなった。主人公は女のそばに駆け寄ると、介抱してやった。女の夫はトンキンで戦死した陸戦隊の士官とのことであった。
その女は年のころは二十代といったところ。とても歩けない、というので手を貸してやった。女は主人公にもたれながらゆっくりと歩いた。葬
儀のあと休息しに寄るレストランに入ると 二人は紅茶を飲んだ。そのあと馬車で女をそのアパルトマンまで送ってやった。女の部屋は五階にあった。手を貸して欲しい、というので階段をゆ くり上 いった。戸口まで来ると、お礼を申しあげたいから、ちょっと中におはいりください、とい
主人公はソファーにすわり、女の目を見ているうちに相手を抱きしめたい いった気がむらむらと起り、いきなり彼女を抱くと押したおし、キ
スの雨をふらした。女は抵抗を示さなかった。こ あ 二人は外に食事に出、それがすむ 女の家へもどった。
墓地が奇縁となった二人の関係は、三週間ほどつづ た。が、やがて二人は別れた。一ヵ月後、主人公はあの喪服の女に再会したいとお い、
モンマルトルの墓地に出かけた。長い間、墓地の中を歩いていたら、喪服を着た一組 男女 目に ま た。男の方はりっぱな五十代の紳士。女は何んとあの女であった。主人公はびっくりした。女は主人公を見ると 一瞬顔をあからめたが、すぐウィンクをしてみせた。その表情は「知らない顔をしてね」か「また来てちょうだい」 いっているようであった。
この女は墓地を稼ぎ場とする“ひっかけ屋”
―
私娼であることはたしかであった。
荷風はおそらく「墓地の女」をよんでいたものであろう。かれによると、小説 って大事なのは独創性であるという。他 の作 よんで、そ
こから思いついたことは避けるべきという。じぶんの経験から、じっさい感じた とを小説にすべきであるという。しかし、他人から得た着想をすべて否定しているわけで ない。腹案ができ のち、他人 作を参考とする はよ う（ 「小説作法」 ） 。
荷風とモーパッサンの両作品は、個性 発現であることに変りないが、両方をつき比べ 内容をし べてみると、題材や構成や中味において
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“近似”したものが感じられる。それは単なる偶然の一致なのか、それとも荷風に及ぼせる外来的影響なのか、はっきり断言はできないが、荷風は「墓場の女」を念頭に置きながら、 「葡萄棚」を書いた可能性がある。すくなくとも荷風の精神は「墓場の女」に感興をうけ、無意識裡にそれを利用したとも考えられる。
＊
あとがき筆者は少年のころに、永井荷風の名を知った。たしか預金通帳入りのカバンをタクシーの中に忘れ、それが出てきたといったニュースを、新聞
記事か何かでよんだときである。いまから半世紀以上もまえの話である。やがて大人になり、 『断腸亭日乗』をよみはじめ、ついで『あめりか物語』 『ふらんす物語』をよむようになった。またこの間に『珊瑚集』 『
新編
ふらんす物語』 『モオパツサン
　
永井荷風後藤末雄
』などの初版のほか、小門勝二の私
家版
─
月刊誌『散人』のバックナンバーなどを古書で求め、こんにちに至っている。
荷風については、これまでにさまざまな人がいろいろなことを書いてきた。かれがいちばん嫌ったのは、じぶんのことをよくもあしくも人に書
かれることであったらしい（小西茂也「荷風先生の生活」 『早稲田文学』所収、昭和
27・
3） 。だとすると、泉下の荷風も筆者のエッセイを目にし
て、さぞや立腹することであろう。
小西茂也は、昭和二十二年（一九四七）一月七日から翌年十二月二十八日まで、約二ヵ年間荷風を自宅に住まわせた。年少から敬愛していた荷
風に昼夜親
しん
炙しゃ
できたことは生涯の大きなよろこびであった。小西はこの間、荷風の言行を大判の大学ノート四冊に記録したが、後日それを焼却し
た。しかし、その一端を書き留めておいた。その中にモーパッサンにふれた部分がある（小西茂也「同居人荷風」 （現代日本文学大系
24『永井荷
風集㈡』所収、筑摩書房、昭和
46・
12） 。
―
近頃はモーパッサンのような短篇を書きたくて堪らぬとも云われる（昭和
22・
8・
15） 。
自分は二十代にはモーパッサンをエロ小説家と思いおりしが、彼の本領は「靴」的な
虐しいた
げられし人間の描写にあると、近頃は思いおれり（昭和
22・
8・
16）
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昭和二十年代から三十年代にかけて、日本はまだ貧しかった。東京に住む大半の日本人は、粗末な食事をし、焼け跡や仮設住宅のような所で暮
らしていた。大正九年（一九二〇）五月、荷風は麻布市兵衛町六番地の崖の上に約百坪の土地を借りて偏奇館を建てた。地主は広部清兵衛といった。借地料は一ヵ月約十八円であった。
地内には大きな
椎しい
の木（ぶな科の常緑高木）があり、崖下には竹林や
町ちょう
家か
（商人の家） 、一般住民の家、かやぶき屋の家に加えて、ところどこ
ろに樹林もみられた。荷風はここに家を建てるまで、芝白金三光町や小石川金富町の売地を見てあるいたが、市兵衛町のこの高台がいちばん気に入ったようである。
昭和三〇年（一九五五）の秋日、荷風は知人と偏奇館跡を訪れ、崖の上から谷を俯瞰し 昭和三十年代初頭、筆者 市兵衛町二丁目のフィン
ランド大使館の裏手に 陋
ろう
屋おく
でしばらく暮らしたことがある。そこは高台になっていて、坂道を下ると谷間があり、そこには上
うわ
物もの
のないコンク
リートの基礎（土台）がいっぱいみられた。それは戦災による残がいであった。筆者の住居からさほど遠くない所に奇しくも荷風が住んでいたことを知った は、ずっとあとのことである。 まは旧市兵衛町は六本木と町名を変えたし、偏奇館があった崖はけずり取られ、そこに高層ビルが建っている。
荷風がかって“岨
そ
崖がい
の眺望”と呼んだものは、ことごとく失なわれてしまった。……
注（
1）小門勝二「最後の反俗作家
　
永井荷風の死とその周辺」 （ 『サンデー毎日』 、昭和
34・
5） 。
（
2） 『暁星百年史』 （学校法人
　
暁星学園、平成元年十一月） 、二七〜二九頁参照。
（
3） 『東京教育史資料大系
　
第七巻』 （東京都立教育研究所、昭和四十八年三月） 、六〇九〜六一〇頁。
（
4）注（
2）の二八頁。
（
5）注（
2）の二五頁。
（
6）中鉢常正「向軍治先生の思い出」 『三田評論』 （第六〇一号所収、昭和
37・
1） 。
（
7）生田葵山「永井荷風といふ男」 （ 『文藝春秋』所収、昭和
10・
9） 。
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（
8）厳谷秀雄宛書簡（明治
36・
11・
1付） 。
（
9）秋庭太郎『永井荷風伝』 （春陽堂、昭和五十一年一月） 、一一四頁。
（
10）佐藤春夫『小説
　
永井荷風』 （岩波書店、平成二十一年六月） 、七二頁。
（
11）
K
arl B
aedeker: T
he U
nited States w
ith an excursion into M
exico, K
arl B
aedeker P
ublisher, L
eipzig, 1904, P
.339
（
12）厳谷季雄宛書簡（明治
37・
11・
23付） 。
（
13）注（
11）の三三九頁。
（
14）新潮日本文学アルバム『永井荷風』 （新潮社、昭和六十三年九月） 、二四頁。
（
15）西村恵次郎宛書簡（明治
37・
12・
27消印） 。
（
16）武田勝彦『荷風の青春』 （三笠書房、昭和四十八年三月） 、一六五頁。この広告は『ニューヨーク・ヘラルド』紙の第一刷り二十二頁に記載されている、と同書にある。が、何度掲載紙を調べても見い出せなかった。日付ちがいか？疑問を呈しておく。
（
17）西村恵次郎宛書簡（明治
39・
6・
28付） 。
（
18） 「ベルモント・ホテル」については、
T
he N
ew
 Y
ork H
erald （ 『ニューヨーク・ヘラルド』紙、一九〇五・七・九付）に、つぎのような広告が載ってい
る。　
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ベルモント・ホテル
（78）201
ブロードウェーに近い西四十五丁目
一一六、一一八番地。特別の夏季料金あり。新耐火性ホテル。長期および短期滞在者のためのホテル。ヨーロッパ方式（注・食事代は別勘定）個人用食堂あり。　　　
所有経営者は、Ｒ・Ｌ・バーリック。
（
19）リヨンは霧の多い町であった、と荷風は語っている（ 「仏蘭西の追懐」 ） 。ソーヌとローヌの二つの川からたちのぼる水気が凝
こ
って（一ヵ所にあつまる
―
引用者）白いヴェールとなり、フゥルヴィエルの丘の中腹から市街全体をおおひ
包つつ
む、という（吉江喬松「秋」 『仏蘭西文藝印象記』所収、新潮
社、大正十二年五月） 。また一ヵ年の研究休暇を得、リヨンにおける荷風について精査して書き上げた述作に、本学社会学部教授・加太宏邦氏の『荷風のリヨン『ふらんす物語』を歩く』 （白水社、平成
17・
2）や、荷風のニューヨーク時代を調べた論文に「荷風の周縁世界編制
─
銀行時代の荷風
をめぐって」 （ 『法政大学多摩論集』 （第
27号、平成
23・
3）などがある。
（
20）昭和三十九年（一九六四）に日本大学が購入した荷風書簡に、このホテルの住所がみられる。
（
21）注（
7）にある。
（
22）秋庭太郎『新考
　
永井荷風』 （春陽堂書店、昭和五十八年三月） 、七四頁。
（
23）小門勝二の私家版
─
月刊誌『散人』 （昭和
36・
6、第二冊）を参照。
（
24）谷崎潤一郎宛書簡（昭和
19・
12・
22付） 。
（
25）このホテルは市兵衛町二丁目にあった。
A
n O
fficial G
uide to Japan,T
he Japanese G
overnm
ent R
ailw
ays, T
ōkyō, 1933, p.16 によると、 “ファミリーホ
テル” （ 「家族割引ホテル」 ）とある。
